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一
、
は
じ
め
に

二
、「
廷
」
・
「
挺
」

三
、「
村
」
・
「
寸
」（「

」
・
「
材
」）

四
、「
船
」

五
、「
端
」
・
「
頭
」
・
「
頂
」
・
「
丸
」
・
「
折
」
・
「
裹
」

六
、
中
国
に
お
け
る
用
例

七
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

中
国
古
代
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
墨
は
、
筆
、
硯
、
紙
と
共
に
「
文
房
四
宝
」
の
一

つ
と
さ
れ
る
。
そ
の
遺
物
は
、
古
く
、
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
の
秦
墓
、
ま
た
、
湖
北

省
江
陵
県
の
鳳
凰
山
一
六
八
号
漢
墓
（
前
漢
）
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
前
者
に
お

い
て
は
、
木
牘
や
漆
器
等
と
共
に
円
柱
状
の
墨
と
石
硯
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
出
土

し
、
そ
の
墨
の
色
は
純
黒
、
円
径
は
二
・
一
セ
ン
チ
、
残
高
は
一
・
二
セ
ン
チ
で
あ
っ

た
。
硯
は
、
鵞
卵
石
（
渓
谷
等
で
拾
わ
れ
る
卵
型
の
石
）
を
加
工
し
て
作
っ
た
も
の
で
、

不
規
則
な
菱
形
を
し
、
長
さ
六
・
八
セ
ン
チ
、
幅
五
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
二
セ
ン
チ
で

あ
り
、
こ
の
硯
に
は
、
ま
た
、
鵞
卵
石
で
作
っ
た
高
さ
二
・
二
セ
ン
チ
の
研
墨
石
一
点

が
付
属
し
て
い
た
。
硯
面
と
研
墨
石
面
に
は
使
用
痕
と
墨
跡
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
（
湖
北
孝
感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十
一

座
秦
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』、
一
九
七
六
年
第
九
期
）。
後
者
に
お
い
て
は
、
竹
簡
や

筆
・
削
刀
な
ど
と
共
に
、
墨
、
石
硯
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
は
、
小
塊
や
か
け
ら
状
の
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も
の
が
五
点
出
土
し
、
色
は
純
黒
、
内
一
点
は
瓜
の
種
子
形
で
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、

幅
一
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
石
硯
（
一
点
）
は
、
円
形
で
、

底
径
九
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
八
セ
ン
チ
で
あ
り
、
こ
れ
に
使
用
さ
れ
る
研
石
（
研

墨
石
と
も
、
一
点
）
は
、
高
さ
三
・
五
セ
ン
チ
、
硯
面
と
研
石
の
底
に
は
使
用
痕
と
墨

跡
が
あ
っ
た
（
紀
南
城
鳳
凰
山
一
六
八
号
漢
墓
発
掘
整
理
班
「
湖
北
江
陵
鳳
凰
山
一
六

八
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』、
一
九
七
五
年
第
九
期
）。
漢
代
の
墨
と
し
て
は
、
河

南
省
陜
県
劉
家
渠
後
漢
墓
か
ら
出
た
、
そ
の
捏
造
時
に
指
の
跡
の
着
い
た
も
の
、
広
東

省
南
越
王
墓
か
ら
出
た
、
小
さ
な
円
盤
状
の
数
十
粒
の
墨
塊
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
墨
は
、
松
の
木
を
燃
や
し
て
で
き
る
煤
に
膠
や
漆
を
接
着
剤
と
し
て
加
え
、

そ
れ
を
団
子
状
（
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
・
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
）
に
練
り
固
め
た
、

軟
ら
か
い
松
煙
墨
で
あ
り
、
使
用
に
際
し
て
は
、
こ
れ
を
手
に
持
ち
、
硯
の
上
で
少
量

の
水
を
加
え
て
磨
り
つ
ぶ
し
て
用
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
墨
の
粗
い
粒
が
残
る

の
で
、
卵
状
の
研
石
を
用
い
て
、
更
に
細
か
く
磨
り
つ
ぶ
し
完
全
な
墨
汁
を
作
っ
た
と

さ
れ
る
（
阿
辻
哲
次
著
『
図
説

漢
字
の
歴
史
』、
大
修
館
書
店
、
一
七
七
頁
）。
研
石
は
、

漢
末
を
過
ぎ
る
と
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
墨
が
、
質
的
に
向
上
し
、
そ
れ
が
不
要
と
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
、
推
古
天
皇
十
八
年
（
六
一
〇
）
三
月
の
条
に

見
え
る
左
記
が
文
献
上
の
初
見
と
さ
れ
る
。

十
八
年
春
三
月
。
高
麗
王
貢
上
僧
曇
徴
。
法
定
。
曇
徴
知
五
経
。
且
能
作
彩
色
及
紙

墨
。
并
造
碾
磑
。
蓋
造
碾
磑
始
于
是
時
歟
。

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
後
篇
、
一
五
二
頁
）

高
句
麗
の
嬰
陽
王
の
送
っ
た
曇
徴
は
、
五
部
の
経
書
（
易
・
書
・
詩
・
礼
・
春
秋
）

に
通
じ
、
彩
色
や
紙
・
墨
、
碾
磑
を
よ
く
製
造
し
た
と
い
う
。
七
世
紀
初
期
以
降
に
は
、

従
っ
て
、
日
本
で
も
紙
・
墨
の
類
が
製
造
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、「
大
宝
令
」
の

「
職
員
令
、
図
書
寮
」
の
条
に
は
、「
写
書
手
。
二
十
人
。」「
装
　
手
四
人
。」「
造
紙
手

四
人
。」「
造
筆
手
十
人
。」
と
共
に
「
造
墨
手
四
人
。〈
掌
造
墨
。〉」
を
置
く
と
あ
る

（『
新
訂
増
補
国
史
大
系

令
集
解
』、
六
八
頁
）。

こ
の
「
造
墨
」
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
の
資
料
な
が
ら
、『
延
喜
式
』
に
よ
っ
て
そ

の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

凡
造
レ

墨
。
長
功
日
焼
―

得
烟
一

一
石
五
升
。
煮
レ

烟
一
斗
五
升
。〈
二
日
二
夜
乃
得

熟
。
／
中
功
短
功
亦
同
。〉
成
レ

墨
九
十
三
廷
。〈
長
五
寸
。
広
八
／
分
。
料
膠
一
斤
。〉

中
功
日
焼
―

得
烟
一

九
斗
。
煮
レ

烟
九
升
。
成
レ

墨
八
十
廷
。
短
功
日
焼
―

得
烟
一

七
斗
五

升
。
煮
レ

烟
七
升
五
合
。
成
レ

墨
六
十
六
廷
。

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
中
篇
、
三
九
〇
頁
）

関
連
し
て
、
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
「
文
書
具
」
に
は
、
墨
、
硯
に
つ
き
、
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

墨
〈
挺
字
／
附
〉
蒋
魴
曰
墨
〈
音
目
和
／
名
須
美
〉
以
松
烟
和
膠
合
成
也
唐
秘
書
省

式
云
寫
書
　
毎
月
大
墨
一
挺
今
案
俗
用
廷
字
未
詳
〉

硯
　
書
譜
云
用
硯
之
法
石
爲
第
一
瓦
爲
第
二
〈
硯
音
五
甸
反
／
訓
須
美
須
利
〉

（
道
円
本
、
巻
十
三
、
九
オ
）

正
倉
院
の
中
倉
に
は
、
十
四
廷
の
墨
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
八
号
（
中
倉
四

一
）
の
寸
法
は
、
長
さ
二
九
・
六
セ
ン
チ
、
横
四
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
九
セ
ン
チ

の
細
長
い
船
形
を
し
た
唐
墨
で
、
表
面
に
朱
筆
で
「
開
元
四
年
丙
辰
秋
作
貞
家
墨
主
」

と
製
造
工
房
の
銘
が
あ
り
、
裏
面
に
「
・
о
華
・
烟
・
飛
・
龍
・
鳳
о
・
皇
・
極
・

貞
・
家
・
墨
о
・
」（
陽
刻
、
о
は
朱
点
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
（
松
嶋
順
正
編
『
正
倉
院

宝
物
銘
文
集
成

図
録
』、
図
版
２
、
昭
和
五
十
三
年
七
月
、
吉
川
弘
文
館
。「
開
元
四
年
」

は
、
唐
玄
宗
皇
帝
の
年
号
、
西
暦
七
一
六
年
〈
霊
亀
二
年
〉）。
ま
た
、
そ
の
第
九
号
・

第
十
号
（
共
に
中
倉
四
一
）
は
、
新
羅
使
の
舶
載
し
た
新
羅
墨
で
（
第
九
号
は
長
さ
二

ニ

ニ

ニ
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六
・
六
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
二
セ
ン
チ
、
第
十
号
は
長
さ
二
六
・

一
セ
ン
チ
、
幅
三
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
三
セ
ン
チ
）、
そ
れ
ぞ
れ
、
表
面
に
「
о
新

羅
楊
о
家
上
墨
о
」、「
о
新
羅
武
о
家
上
墨
о
」
な
ど
の
工
房
の
印
文
（
陽
刻
、
о
は

朱
点
）
が
あ
る
。
同
様
、
船
形
で
あ
る
が
、
両
端
は
や
や
細
目
に
な
っ
て
い
る
。
他
の

十
一
廷
は
国
産
の
墨
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
船
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
、『
正
倉

院
文
書
』
第
七
巻
「
追
加
一
」
に
は
、「
天
平
時
代
筆
墨
」（
筆
・
墨
各
二
点
）
と
し
て

図
版
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
二
六
〇
頁
）。
原
寸
を
五
分
の
四
に
縮
尺
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
墨
の
方
は
、
細
長
い
船
形
を
し
、
辺
縁
部
は
高
く
、
中
央
部
は
低
い
。
中
倉
に
は
、

白
墨
し
ろ
す
み

大
小
各
一
個
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
号
（
中
倉
四
二
）
は
、
半
円
筒
形
の

鞘
に
包
ん
だ
、
長
さ
二
七
・
〇
セ
ン
チ
、
径
一
・
二
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
る
。
白
書
や

文
字
の
修
正
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
後
代
に
は
、
訓
点
記
入
に
も
用
い
ら
れ

る
）。
な
お
、
大
仏
開
眼
会
に
用
い
ら
れ
た
、
全
長
五
二
セ
ン
チ
、
幅
六
・
二
セ
ン
チ
の

大
型
の
墨
が
あ
り
、
こ
れ
は
文
治
二
年
（
一
一
八
五
）
大
仏
再
建
時
に
も
後
白
河
法
皇

が
用
い
た
と
い
い
、「
開
眼
法
皇
用
之

天
平
宝
物
」
と
書
い
た
貼
り
紙
が
あ
る
。

正
倉
院
の
中
倉
に
は
、「
青
斑
石
硯
」
と
称
さ
れ
る
硬
質
陶
製
の
風
字
硯
も
納
め
ら
れ

て
い
る
（『
宮
内
庁
蔵
版

正
倉
院
宝
物

中
倉
』、
№
21
）。
古
代
に
お
け
る
硯
に
つ
い

て
は
、
楢
崎
彰
一
氏
の
考
察
が
あ
る
（「
日
本
古
代
の
陶
硯
―
特
に
分
類
に
つ
い
て
―
」、

小
林
行
雄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
考
古
学
論
考
』、
昭
和
五
十
七
年
五

月
、
平
凡
社
、
四
八
五
頁
以
下
）。

さ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
』
全
二
十
五
巻
に
は
、
写
経
記
録

を
中
心
と
す
る
多
種
の
文
書
が
収
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
中
に
、
筆
、
墨
、
紙
、
そ
の
他

の
書
記
用
材
に
関
す
る
記
事
が
見
え
て
い
る
。
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
、
形
状
、

数
量
、
価
格
、
使
用
者
な
ど
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
多
様
な
助
数
詞
が

見
え
て
い
る
。
そ
の
内
、
墨
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
に
は
、「
廷
」「
挺
」、

「
村
」「
寸
」「

」、「
船
」、「
端
」、「
頭
」、「
頂
」、「
丸
」、「
折
」、「
裹
」
が
あ
る
。
全

体
を
通
じ
て
広
く
用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、

後
世
に
も
使
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
後
に
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
文

字
資
料
の
限
ら
れ
る
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
用
例
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
以
下
に
、『
正
倉
院
文
書
』
を
検
討
し
、
墨
を
数
え
る
助
数
詞

そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

な
お
、
原
文
に
お
け
る
割
書
き
小
字
の
文
字
は
〈

〉
印
で
、
ま
た
、
改
行
部
は
／
印

で
示
す
。二

、「
廷
」
・
「
挺
」

『
正
倉
院
文
書
』
全
体
（
二
十
五
巻
）
に
お
い
て
、
墨
を
数
え
る
助
数
詞
の
内
、「
廷
」

は
、
最
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、
第
二
十
三
巻
を
除
く
、
ど
の
巻
に
も
見
え
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
助
数
詞
は
、
天
平
年
間
（
同
六
年
）
か
ら
宝
亀
年
間
（
同
六
年
）
ま
で

広
く
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
十
三
巻
（
宝
亀
五
年
九
月
〜
同
十
年
十
二
月
）

に
用
例
が
な
い
の
は
、
た
ま
た
ま
出
現
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
廷
」

に
つ
い
て
の
若
干
の
例
を
引
こ
う
。

○
　
竹
帙
　
枚

筆
八
十
二
箇

墨
卅
七
廷

（
造
仏
所
作
物
帳
、
天
平
六
年
五
月
一
日
、
第
一
巻
、
五
五
三
頁
）

「
廷
」
字
は
、
之
繞
の
内
側
に
「
手
」
字
を
書
い
た
形
で
見
え
る
。
便
宜
上
、
こ
れ

を
「
廷
」
字
で
翻
字
す
る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

○

銭
壹
拾
參
貫
漆
伯
參
拾
文
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三
貫
五
百
五
十
文
菟
毛
筆
七
十
一
箇
料
〈
箇
別
五
十
文
〉
以
一
箇
冩
紙
一
百

五
十
張

一
貫
四
百
廿
文
墨
卅
五
廷
半
料
〈
廷
別
　
文
〉
以
一
廷
寫
紙
三
百
張

卅
四
文
界
料
鹿
毛
筆
十
七
箇
直
〈
箇
別
二
文
〉
以
一
箇
界
紙
六
百
張

八
貫
七
百
廿
六
文
生
菜
料

／
（
後
略
）

（
造
東
大
寺
司
解
、
天
平
勝
宝
二
年
十
月
十
二
日
、
第
三
巻
、
四
六
五
頁
）

右
に
よ
れ
ば
、「
菟
毛
筆
」
一
管
の
値
段
は
五
〇
文
で
、
一
管
で
料
紙
一
五
〇
張
を
筆

写
す
る
、「
墨
」
一
廷
は
四
〇
文
で
、
一
廷
で
料
紙
三
〇
〇
張
を
筆
写
す
る
、「
鹿
毛
筆
」

一
管
の
値
段
は
二
文
で
、
一
管
で
六
〇
〇
張
の
料
紙
に
界
線
を
引
く
と
あ
る
。
墨
は
、

ま
た
、「
一
廷
二
廷
」
云
々
の
他
に
「
一
廷
半
」「
二
廷
半
」
と
い
う
数
え
方
の
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る
。

な
お
、
筆
墨
の
値
に
つ
き
、
天
平
十
七
年
十
二
月
二
日
現
在
で
「
一
筆
毎
六
十
文
／

一
墨
毎
五
十
文
」、「
充
筆
直
六
十
文
墨
直
五
十
文
也
」
と
も
見
え
る
（
経
師
等
調
度
充

帳
、
天
平
十
七
年
十
一
月
十
日
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
五
七
九
頁
）。

○
　
大
唐
墨
一
廷
（
異
筆
）

（
丹
裹
古
文
書
、
天
平
勝
宝
五
年
六
月
十
五
日
、
第
二
十
五
巻
「
補
遺
二
」、
一
五

二
頁
）

○
　
念
林
老
人

請
墨
事
一
廷
／
合
寫
紙
四
百
八
十
七
張
注
〈
根
本
説
一
切
有
部
百
一
羯

磨
十
巻
〈
二
百
卅
八
張
〉〉（
中
略
）

／

二
月
廿
四
日

（
奉
写
一
切
経
経
師
請
墨
手
実
帳
、
宝
亀
五
年
八
月
二
日
、
第
二
十
二
巻
「
追
加
十

六
」、
五
五
一
頁
）

宝
亀
五
年
八
月
二
日
か
ら
同
七
年
四
月
十
一
日
ま
で
の
文
書
を
継
い
だ
手
実
帳
の
一

部
で
、「
二
月
廿
四
日
」
と
は
、
前
後
か
ら
し
て
宝
亀
六
年
の
そ
れ
と
知
ら
れ
る
。

墨
に
は
、「
大
墨
」（
第
三
巻
、
一
五
二
頁
）、「
凡
墨
」「
中
墨
」（
第
四
巻
、
五
二
七

頁
）、「
中
品
」「
下
品
」（
五
三
二
頁
）
な
ど
の
別
が
あ
り
、
値
も
異
な
る
が
、
や
は
り
、

「
廷
」
で
数
え
ら
れ
て
い
る
。「
廷
」
は
、
墨
を
数
え
る
一
般
的
な
助
数
詞
と
い
っ
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。
但
し
、
磨
り
減
っ
た
墨
の
場
合
に
は
、
次
節
以
下
の
よ
う
に
、
別
の

助
数
詞
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
助
数
詞
「
廷
」
に
関
連
し
、
次
の
よ
う
な
字
形
も
見
え
て
い
る
。

「

」：

之
繞
の
内
側
に
、
麻
垂
を
付
し
た
「
手
」
字
を
書
い
た
形

「

」：

手
偏
で
書
き
出
し
、
之
繞
の
内
側
に
「
手
」
字
を
書
く
形

前
者
は
、
人
名
、
そ
の
他
に
も
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
る
。『
大
日
本
古
文
書
』
第
一
巻

巻
末
に
掲
げ
る
編
纂
者
作
成
の
「
異
字
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
庭
」
字
と
解
す

る
と
さ
れ
る
。
麻
垂
と
之
繞
（
延
繞
）
と
位
置
を
換
え
た
わ
け
で
あ
り
、
意
味
上
も

「
庭
」
と
解
す
る
方
が
よ
か
ろ
う
（
第
十
巻
、
三
四
一
頁
、
第
十
一
巻
、
一
八
四
頁
、
第

十
三
巻
、
一
五
七
頁
、
第
十
四
巻
、
一
八
九
頁
・
一
九
〇
頁
・
二
七
七
頁
・
三
八
一

頁
・
四
三
八
頁
、
第
十
六
巻
、
一
九
〇
頁
・
二
四
八
頁
、
第
二
十
四
巻
、
四
七
四
頁
、

な
ど
）。
し
か
し
、
編
纂
者
が
、
例
外
的
に
、
こ
の
字
の
右
傍
に
「（
挺
）」
字
を
添
え
た

例
が
あ
る
。

○
　
高
橋
息
嶋
解

請
墨
事

／
受
墨
一
　
寫
紙
四
百
十
八
張

（
中
略
）

／
大
寶
積

經
十
二
帙

正
用
紙
二
百
廿
二
張

／
大
集
經
初
帙
（
後
略
）

（
奉
写
一
切
経
経
師
請
筆
墨
手
実
帳
、
宝
亀
二
年
正
月
二
十
四
日
、
第
十
八
巻

「
追
加
十
二
」、
一
七
二
頁
）

右
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
「
廷
」
字
と
解
す
る
方
が
よ
い
。
ま
た
、
ま
れ

に
、
麻
垂
の
部
分
が
「
亠
」
の
形
と
な
っ
た
字
形
も
あ
る
が
（
第
十
七
巻
「
追
加
十
一
」、

二
五
九
頁
）、
や
は
り
、「
廷
」
と
解
さ
れ
よ
う
。

後
者
は
、「
挺
」
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
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○
　
四
月
一
日
受
錢
一
千
文

〈
此
用
〉

／
六
日
買
墨
廿
二
挺

直
錢
三
百
九
十
六
文

（
別
一
挺
十
八
文
）

／
十
日
買
筆
十
箇
直
錢

（
後
略
）

（
写
経
校
紙
并
筆
墨
直
銭
注
文
、
天
平
九
年
二
月
二
十
五
日
、
第
七
巻
「
追
加
一
」、

一
〇
二
頁
）

「
挺
」
は
、
練
り
伸
ば
し
た
棒
状
の
も
の
（
物
品
）
を
数
え
る
助
数
詞
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
触
れ
る
。

『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
ほ
と
ん
ど
「
廷
」
の
字
形
が
用
い
ら
れ
、「
挺
」
の
字
形
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
。
後
の
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
墨
を
「
挺
」
で
数
え
る
と
し
、

「
俗
用
廷
字
」
と
注
記
す
る
。「
廷
」
は
、「
挺
」
の
省
文
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
字
そ
の
も
の
は
、
五
世
紀
半
ば
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
、
熊
本
県
菊
水
町
江
田
船
山
古

墳
出
土
鉄
剣
銘
文
に
「
并
四
尺
廷
刀
八
十
練
六
十
　
」
と
見
え
て
い
る
。

な
お
、『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、「
廷
」
で
、
鐵
、
ま
た
、
青
斑
鎮
石
を
数
え
て
い
る
。

三
、「
村
」
・
「
寸
」（「

」
・
「
材
」）

助
数
詞
「
村
」
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
　
式
紙
七
十
八
張

／
敷
紙
六
十
四
張
〈
之
中
政
所
用
十
一
張
〉
見
定
五
十
三
張
／
筆

五
十
九
隻

／
墨
端
　
二
村

別
未
用
起
三
廷
（
後
略
）

（
写
経
検
定
帳
、
天
平
感
宝
元
年
六
月
七
日
、
第
三
巻
、
二
五
八
頁
）

「
墨
端
」
と
は
、「
未
用
起
」
に
対
す
る
、
磨
り
減
っ
た
墨
の
こ
と
ら
し
い
。「
墨
端
」

は
「
村
」、
後
者
は
「
廷
」
で
数
え
る
。

○
　
十
七
日
下
墨
端
壹
村
〈
三
分
一
〉
充
装
　
財
部
忍
勝

／
同
日
下
鹿
毛
筆
壹
管
充
装

忍
勝

（
奉
写
一
切
経
料
墨
紙
筆
用
帳
、
神
護
景
雲
四
年
六
月
十
三
日
、
第
六
巻
、
二
五
頁
）

前
後
に
は
「
墨
壹
廷
」「
墨
貳
廷
」
と
い
っ
た
表
現
が
多
い
。
こ
こ
は
、
三
分
の
一
に

ち
び
た
墨
を
充
て
下
し
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
の
末
に
「
案
主
上
馬
養
味
酒
廣

成
」
と
見
え
る
。「
廣
成
」（
自
署
）
以
外
は
馬
養
の
手
に
な
る
よ
う
で
、「
村
」
字
も
彼

の
筆
跡
ら
し
い
（『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
九
、
一
一
八
頁
）。

○
　
碎
秦
諸
上
（
十
八
年
十
一
月
十
日
充
筆
一
箇
小
墨
頭
二
村
廿
六
日
充
半
廷
（
後
略
））

（
写
経
料
筆
墨
紙
充
帳
、
天
平
十
四
年
二
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
五
一
頁
）

前
後
に
は
「
墨
一
廷
」
と
い
う
表
現
も
、
ま
た
、
助
数
詞
の
添
え
ら
れ
な
い
表
現
も

多
い
。
添
え
ら
れ
な
い
の
は
非
公
式
の
帳
簿
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

○
　
寫
書
所
解

申
請
筆
墨
事

／

合
〈
請
〉
菟
毛
筆
二
管

墨
二
廷

返
上
古
筆
二
管

墨
頭
二
村

右
、
寫
常
疏
料
、
所
請
　
　
如
前
、

天
平
勝
寶
四
年
八
月
廿
六
日
他
田
水
主

（
写
疏
筆
墨
更
請
帳
、
天
平
十
六
年
六
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
四
八
四
頁
）

「
墨
二
廷
」
は
、
返
上
時
に
は
「
墨
頭
二
村
」
と
な
っ
て
い
る
。
磨
り
減
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
三
行
ほ
ど
後
に
次
の
例
も
あ
る
。

○
　
十
一
月
廿
三
日
請
筆
四
管

墨
四
廷

返
上
古
筆
四

墨
頭
四
村

／

右
、
爲
寫
常

疏
、
所
請
如
前
、

（
写
疏
筆
墨
更
請
帳
、
天
平
十
六
年
六
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
四
八
五
頁
）

○
　
寫
書
所
解

申
請
筆
墨
事

千
部
料
者
／

合
筆
貳
拾
■
筒

墨
貳
拾
廷

〈
反
上
筆

廿
筒

墨
廿
端
〈
之
中
十
三
村
便
／
留
堺
　
〉〉

／
楊
廣
足

村
國
益
人
（
中

略
）
／

天
平
勝
寶
三
年
正
月
廿
六
日
道
主

（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平
二
十
年
正
月
十
二
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
五
〇

頁
）

磨
り
減
っ
た
墨
を
返
上
す
る
。
助
数
詞
は
「
端
」
と
も
「
村
」
と
も
あ
る
。「
堺
」
と
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は
、
写
経
料
紙
の
界
線
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
　
十
部
觀
世
音
經
充
墨

／
川
原
竃
門

岡
大
津
二
人
充
一
村

三
嶋

小
長
（
谷
脱
ヵ
）

二
人
一
村
／
敦
賀

丹
波
二
人
一
村

阿
閇
伊
蘇
（
二
人
）
一
村

古
市
一
村
／
川

原
繼
万
呂
一
村

爪
工
一
村

張

忍
海
二
人
一
村

（
十
部
観
世
音
経
充
墨
注
文
、
第
十
三
巻
「
追
加
七
」、
二
一
頁
）

十
三
人
に
墨
八
村
を
充
て
る
。
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
。
内
容
上
、
天
平
勝
宝
五
年

七
月
二
十
四
日
の
文
書
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
。

○
　
秦
家
主

／

筆
（
一
）

墨
（
一
）

二
月
六
日
（
筆
一
）
／
紙
廿
六
日
（
廿
）
正

月
八
日
（
廿
）
十
日
（
廿
）（
中
略
）
返
上
筆
一
墨
一
村

（
奉
写
二
部
大
般
若
経
紙
装
　
充
帳
、
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
十
一
日
、
第
十
六

巻
「
追
加
十
」、
一
四
二
頁
）

筆
、
墨
、
紙
の
支
給
・
返
納
の
明
細
を
人
物
毎
に
記
し
た
帳
簿
で
、
末
尾
に
「
返
上

筆
一
墨
一
村
」
と
見
え
る
。
磨
り
減
っ
た
墨
を
数
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
類
例
は
、

こ
の
同
じ
文
書
に
計
二
十
二
例
拾
わ
れ
る
（
一
四
一
頁
、
一
四
二
頁
、
一
四
四
頁
、
一

四
五
頁
、
一
四
六
頁
、
一
四
七
頁
、
一
四
九
頁
、
一
五
〇
頁
、
一
五
二
頁
〈
三
例
〉、
一

五
三
頁
、
一
五
四
頁
、
一
五
五
頁
、
一
五
七
頁
〈
三
例
〉、
一
五
八
頁
、
一
五
九
頁
、
一

六
〇
頁
、
一
六
二
頁
、
一
六
三
頁
）。

同
様
の
「
返
上
」
の
部
分
に
、「
筆
一
墨
一
寸
」（
一
四
〇
頁
）、「
筆
二

墨
〈
二
寸
〉」

（
一
五
五
頁
）、
ま
た
、「
筆
二
／
墨
二
端
」（
一
四
四
頁
）、「
又
筆
二
／
墨
一
端
」（
一
五

三
頁
）
と
見
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、「
村
」
＝
「
寸
」
＝
「
端
」
と

い
う
関
係
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
但
し
、
何
の
助
数
詞
も
添
え
な
い
「
筆
一
／
墨

一
」（
一
四
八
頁
、
一
五
〇
頁
、
一
五
二
頁
、
一
五
九
頁
、
一
六
一
頁
、
一
六
三
頁
〈
二

例
〉、
一
六
四
頁
）、「
墨
一
／
筆
一
」（
一
四
五
頁
）、「
筆
二

墨
二
」（
一
五
七
頁
）、

「
墨
端
一
」（
一
四
八
頁
、
一
五
四
頁
）、「
筆
二

墨
端
一
」（
一
四
九
頁
）、「
筆
一
／
墨

端
一
」（
一
四
九
頁
）、「
墨
端
一

筆
一
」（
一
六
一
頁
）、「
筆
一
墨
端
」（
一
四
九
頁
）、

「
筆
一

墨
小
」（
一
五
九
頁
）、「
墨
小
」（
一
四
二
頁
、
一
四
五
頁
）、「
筆
一
墨
」（
一
六

三
頁
）、「
筆
一

墨
半
」（
一
六
四
頁
）、
と
い
っ
た
表
現
も
見
ら
れ
る
。「
墨
端
」
と
も

「
墨
小
」「
墨
半
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
消
耗
し
た
墨
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
磨
り
減
っ
た
墨
に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
助
数
詞
を
用
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
文
書
は
公
的
な
も
の
で
な
く
、
た
め
に
、
こ

う
し
た
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
右
か
ら
す
れ
ば
、
使
用
済
み
の
磨
り
減
っ
た
墨
は
、「
墨
端
」
と
も
「
小

墨
頭
」「
墨
頭
」
と
も
称
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
は
助
数
詞
「
村
」「
寸
」「
端
」
が
用
い
ら
れ

た
と
知
ら
れ
よ
う
。

次
に
、「
寸
」
に
つ
い
て
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

○
　
寫
書
所
解

申
請
常
疏
料
筆
事

／

合
請
筆
壹
拾
箇

墨
三
廷

返
上
古
筆
十

箇
　
墨
〈
頭
〉
三
寸

／

伊
蘇
志
内
万
呂
　
日
置
蓑
万
呂
　
　
川
原
竃
門

／

敦
賀
石
川

（
中
略
）

天
平
勝
寶
三
年
五
月
廿
六
日
他
田
水
主

（
写
疏
筆
墨
更
請
帳
、
天
平
十
六
年
六
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
四
八
〇
頁
）

こ
の
文
書
は
先
に
も
触
れ
た
。
右
の
「
頭
」
字
は
、「
墨
」
の
右
傍
下
あ
た
り
に
小
さ

く
書
か
れ
て
い
る
。
墨
の
助
数
詞
と
し
て
、「
廷
」
が
多
用
さ
れ
る
他
、「
墨
頭
二
村
」、

「
墨
頭
四
村
」
と
も
見
え
る
。
案
主
は
、
同
じ
く
他
田
水
主
で
あ
る
。

○
　
寫
經
所
解

申
請
千
部
料
筆
墨
事

／

合
筆
拾
筒

墨
壹
廷

返
上
古
筆
十
筒

墨

頭
一
寸

（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平
二
十
年
正
月
十
一
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
四

一
頁
）

条
末
に
「
天
平
勝
宝
二
年
二
月
七
日
他
田
水
主
」
と
あ
る
。
続
く
一
条
（
同
月
十
六



7

『
正
倉
院
文
書
』
に
お
け
る
墨
を
対
象
と
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

日
）
に
も
「
墨
頭
一
寸
」
と
見
え
、
案
主
は
、
同
一
人
で
あ
る
（
四
二
頁
）。
こ
の
文
書

は
、
先
の
「
村
」
の
条
で
も
触
れ
た
。
二
つ
の
字
形
の
間
に
意
味
上
の
区
別
は
な
い
。

○
　
淡
海
金
弓

／
筆
〈
一
〉

墨
〈
一
〉
二
月
五
日
筆
〈
一
〉

未
返
筆
墨

／
（
中

略
）
／
七
日
返
上
〈
筆
一
墨
一
寸
〉

（
奉
写
二
部
大
般
若
経
紙
装
　
充
帳
、
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
十
一
日
、
第
十
六
巻

「
追
加
十
」、
一
四
〇
頁
）

こ
の
文
書
も
「
村
」
の
条
に
引
い
た
。「
寸
」
は
、「
村
」
字
の
省
体
と
判
断
し
て
よ

か
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
口
角
鷹
「
省
文
考
」（『
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
』、

第
十
一
集
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
）、
そ
の
他
の
言
及
も
あ
る
。

○
　
三
津
廣
前
解

墨
請
（
マ
マ
）事

／

合
寫
〈
紙
〉
伯
貳
拾
捌
張

（
中
略
）
／
合
寫
紙
百
九

十
九
張

／
大
毘
婆
沙
論
十
二
帙
一
〈
十
八
〉
二
〈
十
八
〉
三
〈
廿
四
〉（
中

略
）
／
九
〈
十
九
〉
十
〈
十
九
〉
之
内
以
八
月
四
日
受
墨
一
寸
／
（
中
略
）
／
寶

亀
二
年

八
月
廿
一
日

（
奉
写
一
切
経
経
師
充
筆
墨
手
実
帳
、
宝
亀
二
年
七
月
一
日
、
第
十
九
巻
「
追
加
十
三
」、

二
〜
三
頁
）

長
大
な
手
継
文
書
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
条
の
末
尾
、
年
月
日
の
上
部
に
、
異
筆
で

「
同
日
下
充
四
分
之
一
」
と
あ
る
。

他
の
条
に
も
、
同
様
に
「
同
日
下
充
三
分
之
一
」、「
十
三
日
下
充
三
分
之
二
」、「
十

日
下
充
半
廷
」
の
よ
う
に
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
書
写
用
の
墨
の
申
請
を

受
け
て
、
そ
の
四
分
の
一
、
三
分
の
一
、
三
分
の
二
、
あ
る
い
は
、
半
分
を
充
て
下
し

た
記
録
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
寸
」、
ま
た
、「
村
」
は
、
そ
の
ま
た
い
形
体
で
は
な
く
、

か
な
り
磨
り
減
っ
た
状
態
の
墨
を
数
え
る
助
数
詞
と
見
ら
れ
る
。

「

」
の
用
例
、
と
い
う
よ
り
、「

」
の
字
で
翻
刻
さ
れ
た
用
例
は
左
記
で
あ
る
。

用
法
は
、
右
に
同
じ
よ
う
で
あ
る
。

○
　
鬼
室
石
次
（
十
筆
二
墨
一
）
廿
一
日
（
廿
三
）
廿
二
日
（
廿
）（
中
略
）
十
九
日

〈
二
返
上
筆
一
墨
一
　
／
欠
五
張
〉

（
大
般
若
并
華
厳
経
充
紙
帳
、
天
平
勝
宝
六
年
三
月
十
九
日
、
第
四
巻
、
一
一
頁
）

先
の
「
奉
写
二
部
大
般
若
経
紙
装
　
充
帳
」（
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
七
日
、
第
十

六
巻
「
追
加
十
」、
一
四
二
頁
）
と
同
趣
の
文
書
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
村
」
字
で
見
え

た
も
の
が
、
こ
こ
で
は
「

」
字
で
見
え
る
。
こ
の
類
例
に
、「
返
上
筆
一
墨
一
　
」

（
二
頁
）、「
返
上
二
又
筆
一
墨
一
　
」（
三
頁
）、「
返
上
筆
一
／
墨
一
　
紙
五
」（
同
）、

「
返
上
七
筆
一
墨
一
　
」（
五
頁
）、「
返
上
筆
一
墨
一
　
」（
同
）、
そ
の
他
が
あ
る
が
、

依
拠
す
る
『
大
日
本
古
文
書
』（
史
料
編
纂
掛
編
纂
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
み
な
「

」

の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
十
三
（
続
修
別
集
、

第
三
十
六
巻
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
全
て
、「
村
」
の
字
形
で
見
え
て
い
る
（
一
三

〇
〜
一
三
五
頁
）。
翻
刻
は
、「
村
」
の
字
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
以
下
も
同

様
で
あ
ろ
う
。

○
　
張
兄
万
呂

／
筆
二

墨
一

（
中
略
）
合
請
紙
一
百
廿
四
張
〈
正
用
九
十
一
張
／

返
上
廿
四
（
マ
マ
）張

墨
一
　

筆
未
返
〉

（
七
百
巻
経
充
紙
筆
墨
帳
、
天
平
宝
字
七
年
四
月
六
日
、
第
五
巻
、
四
二
〇
頁
）

や
は
り
、
先
の
「
奉
写
二
部
大
般
若
経
紙
装
　
充
帳
」
と
同
趣
の
文
書
で
あ
り
、
そ

の
「
村
」
字
は
、
み
な
「

」
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ま
、「
墨
半
」「
墨

頭
」
と
の
文
言
が
見
え
る
。

○
　
о
椋
橋
部
赤
人

／

六
十
花
第
六
帙
〈
一
二
三
四
五
六
〈
未
了
〉〉
請
紙
一
百
九
十

三
張
（
割
り
注
略
）
墨
一
　

（
奉
写
一
切
経
経
師
行
事
注
文
、
年
月
日
を
闕
く
、
第
十
八
巻
「
追
加
十
二
」
、
一

〇
七
頁
）

し
ば
ら
く
宝
亀
元
年
に
置
く
と
さ
れ
る
。「
六
十
花
」
と
は
、
旧
訳
の
華
厳
経
で
あ
る
。「
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墨
一
　
」（
三
例
）
と
の
み
見
え
る
。

○
　
返
上
紙
并
筆
墨
等

／
（
中
略
）
合
筆
五
十
九
隻
／

合
墨
端
　
二
　

〈
別
未
用

犯
三
廷
〉
／
別
更
真
弓
紙
十
張
〈
先
一
切
經
枚
贊
　
〉

（
用
紙
并
筆
墨
検
定
文
案
、
天
平
感
宝
元
年
六
月
七
日
、
第
二
十
四
巻
「
補
遺
一
」、

六
〇
一
頁
）

こ
の
断
簡
は
、
先
の
「
写
経
検
定
帳
」（
天
平
感
宝
元
年
六
月
七
日
、
第
三
巻
、
二
五

八
頁
）
の
案
な
る
べ
し
と
の
注
記
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
合
墨
端
　
二
　
」
は
、

そ
の
「
墨
端
　
二
村
」
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、「
別
未
用
犯
三
廷
」
と

は
、
未
使
用
の
墨
三
廷
と
の
謂
い
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
助
数
詞
「
廷
」
と
の
間
に
用
法

上
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

『
大
日
本
古
文
書
』
は
、
原
本
に
「
村
」
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
、「

」

の
形
で
翻
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
場
合
の
助
数
詞
に
は
「
材
」

（
字
）
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
翻
刻
者
は
、
そ
れ
に

と
ら
わ
れ
、「
材
」
字
の
筆
写
体
に
近
い
「

」
の
形
を
あ
え
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
翻
刻
例
も
あ
る
。

○
　
充
功
食
料
米
十
九
俵

合
漕
上
雜
材
一
千
三
百
十
六
物

准
榑
一
千
九
百
七
十
三
材

柱
九
根
〈
各
長
一
丈
五
尺
／
徑
一
尺
二
寸
〉
准
榑
八
十
材
〈
一
根
充
九
材
〉

柱
十
二
根
〈
各
長
一
丈
一
尺
／
徑
八
寸
〉

准
榑
廿
材
〈
一
根
二
材
〉
／

（
後
略
）

（
高
島
山
作
所
漕
材
注
文
、
天
平
宝
字
六
年
八
月
九
日
、
第
五
巻
、
二
六
二
頁
）

以
下
、
三
頁
に
わ
た
り
、
同
様
の
用
例
が
続
い
て
い
る
が
、
傍
線
部
の
「
材
」
字
は
、

原
本
に
、
み
な
、「
村
」
字
で
見
え
る
（
続
々
修
、
第
四
十
五
帙
、
第
六
巻
）。
こ
れ
は
、

明
確
な
意
図
を
も
っ
て
誤
っ
た
例
で
あ
り
、
類
例
は
他
に
も
あ
る
。

助
数
詞
の
「
村
」
・
「
寸
」、
ま
た
、「
材
」
字
に
つ
い
て
は
、
田
村
悦
子
氏
が
「
藤

原
佐
理
書
状

去
夏
帖
に
つ
い
て
―
榑
の
単
位
は
材
か
村
か
―
」（『
美
術
研
究
』、
第
三

〇
八
頁
、
一
九
七
八
年
十
月
）
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
田
村
氏
は
、
主
に
日
本

建
築
史
の
方
面
か
ら
、「
去
夏
帖
」
に
見
え
る
「
榑
二
千
村
許
」
と
い
う
一
句
、
特
に
、

「
榑く
れ

」
と
そ
の
単
位
「
村
」
と
を
問
題
と
さ
れ
、「
正
倉
院
文
書
」
の
影
印
を
詳
し
く
調

査
さ
れ
た
。
関
連
す
る
と
こ
ろ
を
私
に
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
即
ち
、

榑
（
家
屋
の
内
作
り
や
修
理
に
用
い
る
木
材
）
の
単
位
「
村
」
は
、
明
ら
か
に
「
材
」

で
あ
る
場
合
の
字
と
比
較
す
る
と
確
実
に
差
異
が
あ
り
、
一
方
、
明
ら
か
に
「
村
」
で

あ
る
場
合
の
字
と
一
致
し
て
、「
村
」
で
あ
る
こ
と
疑
い
を
容
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
そ
の

単
位
は
、
一
見
不
思
議
な
が
ら
、「
材
」
で
は
な
く
、
実
は
「
村
」
で
あ
る
と
断
言
し
た

い
、
こ
の
点
は
、『
色
葉
字
類
抄
』（
橘
忠
兼
著
、
三
巻
本
は
治
承
頃
〈
一
一
七
七
〜
八

一
年
〉
増
補
）
に
も
、「
・
＼
寸
〈
ス
ン
／
十
分
爲
寸
〉
村
〈
同
／
榑
員
也
〉」（
前
田
本
、

ス
部
、
員
数
、
下
一
一
七
オ
）
と
あ
る
（
二
一
頁
）、「
榑
幾
村
」
と
い
う
単
位
は
、
不

定
量
的
単
位
で
あ
る
、
そ
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
な
ど
、
実
質
（
体
積
）
は
ま
ち
ま
ち
の

も
の
で
も
同
じ
く
、
単
純
に
「
村
」
を
用
い
る
、
卵
に
大
小
あ
っ
て
も
、
ひ
と
し
く

「
個
」
を
用
い
て
「
鶏
卵
五
個
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
二
三
頁
）、
と
。

材
木
の
意
味
の
場
合
は
「
材
」、
そ
の
助
数
詞
（
単
位
）
の
場
合
は
「
村す
ん

」（
ま
た
、

「
寸
」）
と
、
二
者
の
間
に
は
使
い
分
け
が
あ
る
と
知
れ
た
わ
け
だ
が
、「
村
」
は
、
左
記

の
よ
う
に
、
榑
以
外
の
も
の
を
対
象
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
立
場
上
、『
大
日
本

古
文
書
』
の
翻
刻
に
従
い
、「
村
」
・
「
寸
」
・
「

」
・
「
材
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
字
形

毎
に
対
象
を
あ
げ
よ
う
。

「
村
」
―
黒
柿
端
、
由
志
木
／
心
太
、
凝
海
菜
、
若
滑
海
藻
、
滑
海
藻
／
椙
榑
・
　
　

榲
榑
・
杉
榑
、
檜
榑
・
辟
檜
榑
、
割
榑
、
榑
、
棧
久
禮
、
簀
子
、

木
、

青
砥
、
錠
／
松
、
全
浅
香
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「
寸
」
―
荒
藻
（
？
）
／
榲
榑

「

」
―
黒
柿
／
檜
久
禮
・
山
檜
榑
・
檜
榑
、
榲
榑
、
榑
、
簀
子
／
瓷
坏
焼
料
薪
橡
、

松
、
象
牙
、
石
丹

「
材
」
―
椙
榑
・
榲
榑
、
檜
久
禮
・
檜
榑
、
割
榑
、
榑
・
久
禮
、
蘇
岐
、
材
木
、
材
、

荒
砥
／
松

こ
れ
ら
の
内
、「
黒
柿
端
」「
黒
柿
」「
由
志
木
」
は
、
装
　
が
巻
子
本
の
軸
端
に
用
い

る
材
で
あ
る
。「
黒
柿
端
五
村
〈
三
村
各
長
一
尺
／
二
村
各
長
四
寸
〉」（
第
十
四
巻
「
追

加
八
」、
二
七
五
頁
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
長
さ
が
異
な
っ
て
も
、
等
し
く
「
村
」
と
い

っ
て
い
る
。「
心
太
」「
凝
海
菜
」「
若
滑
海
藻
」「
滑
海
藻
」
は
、
食
用
の
海
藻
で
あ
り
、

「
荒
藻
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。「
杉
榑
」「
檜
榑
」「
久
禮
」
な
ど
と
見
え
る
榑く
れ

は
、
山
か

ら
伐
り
出
し
、
運
ん
で
き
た
建
築
用
材
、
ま
た
、
造
作
用
・
修
理
用
に
製
材
し
た
板

材
・
角
材
で
あ
る
。
更
に
加
工
し
て
各
種
の
建
材
、
屋
根
葺
き
や
壁
・
蔀
の
材
、
そ
ぎ

板
・
木
舞
等
に
用
い
た
。
や
は
り
、
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
本
数
を
「
村
」
で
数
え

て
い
る
。「
蘇
岐
」
は
、
そ
ぎ
板
で
あ
ろ
う
。「
簀
子
」
は
、
角
材
、「
材
木
」「
材
」
も

建
築
材
で
あ
る
。「

」
は
、「
楊
類
、
川
夜
奈
支
、
又
牟
呂
乃
木
也
」（
天
治
本
新
撰
字

鏡
、
巻
七
、
二
ウ
）
と
説
明
さ
れ
る
。「
全
浅
香
」
は
、
香
木
の
一
種
の
沈
香
の
、
ま
だ

樹
脂
の
充
実
し
な
い
若
木
の
香
木
で
あ
ろ
う
か
、「
重
大
卅
四
斤
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る

が
（
第
四
巻
、
一
五
八
頁
）、
実
地
に
分
析
も
行
わ
れ
て
い
る
（
米
田
該
典
「
全
浅
香
、

黄
熟
香
の
科
学
調
査
」、『
正
倉
院
紀
要
』、
第
二
十
二
号
、
平
成
十
二
年
三
月
）。

「
青
砥
」
は
、
中
研
ぎ
用
の
砥
石
で
あ
る
が
、「
青
砥
二
村

砥
二
　
」
と
見
え
る

（
第
五
巻
、
二
一
〇
頁
）。
砥
石
二
種
の
助
数
詞
が
相
違
す
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

「
荒
砥
」
は
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営
に
際
し
（
天
平
宝
字
四
年
十
二
月
三
十
日
）、

佐
保
山
か
ら
「
十
材
〈
重
一
千
十
斤
〉
車
一
兩
賃
」
を
運
ん
だ
と
見
え
る
（『
正
倉
院
文

書
』、
第
十
六
巻
、
二
八
五
頁
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
六
、
一
五
一
頁
で
は

「
村
」
字
）。
搬
送
の
便
宜
か
ら
し
て
も
、
一
応
の
整
形
加
工
は
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。「
錠
」
は
、
鐵
製
品
で
、「
錠
一
村
〈
重
十
三
兩
〉」
と
し
て
見
え
る
（『
正
倉
院
文

書
』、
第
五
巻
、
六
〇
頁
）。「
松
」、「
瓷
坏
焼
料
薪
橡
」
は
燃
料
で
あ
る
。
後
者
は
、
そ

の
「
三
百
七
十
四
　
」
を
山
口
か
ら
造
仏
所
ま
で
車
六
十
七
両
で
運
ん
だ
と
見
え
（『
正

倉
院
文
書
』、
第
一
巻
、
五
五
七
頁
、『
影
印
集
成
』
六
、
一
〇
二
頁
で
は
「
村
」
字
）、

「
象
牙
」
は
、「
象
牙
一
　
〈
長
七
寸
、
五
斤
八
両
、

瑚
　
　
料
〉」
と
見
え
る
（『
正

倉
院
文
書
』、
第
一
巻
、
五
六
四
頁
、『
影
印
集
成
』
で
は
「
村
」
字
）。「
石
丹
」
は
、

「
石
丹
一
二
　
許
」（『
正
倉
院
文
書
』、
第
二
十
四
巻
、
二
九
一
頁
、
原
本
未
確
認
）
と

見
え
る
。
天
然
鉱
の
丹
砂
（
辰
沙
）
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

「
村
」
字
は
、
ふ
つ
う
、「
村
〈
此
尊
反
玉
篇
云
聚
落
人
所
聚
居
也
〉」（
醍
醐
寺
三
宝

院
蔵
妙
法
蓮
華
経
釈
文
、
巻
下
）、「
墅
也
、
此
尊
切
」（『
広
韻
』、
平
声
、
魂
韻
）
と
説

か
れ
る
文
字
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
の
辞
書
な
が
ら
、『
色
葉
字
類
抄
』（
橘
忠
兼
著
、

三
巻
本
は
治
承
頃
〈
一
一
七
七
〜
八
一
年
〉
増
補
）
に
は
先
の
よ
う
に
見
え
た
。
他
の

条
に
、「
村ソ
ン

〈
ム
ラ
〉」（
黒
川
本
、
二
オ
、
ソ
部
、
地
儀
）、「
村
里
〈
郷
里
分
／
ソ
ン
リ
〉」

（
同
、
一
八
ウ
、
ソ
部
、
畳
部
）、「
材
木
〈
サ
イ
モ
ク
〉」（
前
田
本
、
下
四
八
オ
、
サ
部
、

雑
物
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
右
は
、
村
里
の
意
味
の
「
村ソ
ン

」
と
、
字
形
は
同
じ
だ
が
、

音
形
が
異
な
り
、
ま
た
、
材
木
の
意
味
の
「
材サ
イ

」
と
は
、
字
形
も
音
形
も
異
な
っ
て
い

る
。
文
学
・
語
学
の
学
識
を
有
す
る
著
者
の
、
そ
の
内
省
も
経
た
上
で
の
記
述
で
あ
ろ

う
か
ら
、
か
つ
て
、
榑く
れ

の
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
「
村
」
が
あ
り
、
そ
の
字
形
は
「
村
」、

字
音
は
「
ス
ン
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。『
観
智
院
本
類
聚
名
義

抄
』
に
は
、
ま
た
、「
村
」
に
「
禾
又
受
ン
」（
仏
下
本
九
三
）
と
も
あ
る
か
ら
、「
ズ
ン
」

（
も
と
は
「
ジ
ユ
ン
」
か
）
の
音
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
た
「
村ス
ン

」
の
助
数
詞
用
法
は
、
い
ず
れ
を
出
自
と
し
、
何
を
典
拠
と
す
る
も
の

か
、
ま
た
、
榑
の
類
と
の
結
び
付
き
は
、
何
故
の
こ
と
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
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目
下
、
未
詳
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
が
、
田
村
悦
子
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ

に
は
、
古
代
の
朝
鮮
半
島
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

四
、「
船
」

墨
は
、「
船
」、
ま
た
、
そ
の
俗
字
・
通
字
と
さ
れ
る
「
舩
」（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
、

仏
下
本
二
）
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
助
数
詞
は
、
そ
れ
が
水
槽
形
・
船
形

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
　
寫
後
經
所
解

申
請
筆
墨
事
／

合
筆
陸
箇

墨
二
舩

〈
寫
紙
千
三
百
張
〉

／

錦
部
公
万
呂
〈
寫
紙
百
九
十
二
〉

達
沙
牛
甘
〈
寫
紙
百
八
十
三
〉

（
中
略
）

／

天
平
十
八
年
四
月
廿
九
日
爪
工
家
／
阿
刀
／
志
斐

（
写
後
経
所
解
、
天
平
十
八
年
四
月
二
十
九
日
、
第
二
巻
、
五
〇
四
頁
）

○
　
寫
後
經
所
解

申
請
筆
墨
事

／

合
筆
一
箇

墨
一
舩

／

丈
部
子
虫
寫
紙
二
百

張
〈
筆
／
充
古
能
善
〉

山
部
花
寫
紙
四
百
張
〈
墨
〉（
中
略
）

／

天
平
十
八
年
五
月
九
日
爪
工
家
万
呂
／
阿
刀
／
志
斐

（
写
後
経
所
解
、
天
平
十
八
年
五
月
九
日
、
第
二
巻
、
五
〇
八
頁
）

○
　
寫
後
經
所
解

申
請
墨
事

／
請
墨
參
舩

寫
紙
壹
仟
貳
伯
張

／

山
邊
千
足

（
寫
紙
四
百
牧
／
借
春
日
五
百
世
充
）

錦
部
大
名
（
寫
紙
四
百
牧
）

（
中
略
）

天
平
十
八
年
五
月
十
一
三

日
爪
工
家
万
呂
／
志
斐
麿
／
阿
刀
酒
主

（
写
後
経
所
解
、
天
平
十
八
年
五
月
十
三
日
、
第
二
巻
、
五
〇
八
頁
）

「
牧
」
は
「
枚
」
字
に
同
じ
。
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
書
体
（
筆
写
体
）
で
、『
正
倉
院

文
書
』、
そ
の
他
に
類
例
は
多
い
。

○
　
寫
後
經
所
解

申
請
筆
墨
事

／

合
請
筆
拾
貳
筒

墨
陸
船
／
（
中
略
）
／

既
母
白
万
呂
〈
筆
寫
二
百
枚
〉

己
智
在
羽
〈
筆
寫
二
百
枚
〉
／
已
上
六
人
各
墨

一
船

十
二
人
各
筆
一
筒

／

天
平
十
八
年
六
月
廿
四
日
爪
工
家
万
呂

（
写
後
経
所
写
後
書
所
請
筆
墨
帳
、
天
平
十
八
年
四
月
十
二
日
、
第
九
巻
、
一
八
九
・

一
九
〇
頁
）

こ
の
帳
簿
で
は
、
筆
は
「
箇
」（
ま
た
は
、「
筒
」）、
墨
は
「
廷
」
で
数
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
内
に
右
二
例
が
あ
る
。

右
の
四
例
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
か
つ
、
前
三
例
に
は
、
爪
工
家
万
呂
、

阿
刀
酒
主
、
志
斐
麿
が
名
を
連
ね
て
い
る
。「
船
」「
舩
」
は
、
彼
ら
に
関
わ
る
用
字
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
一
方
、
爪
工
家
万
呂
と
阿
刀
酒
主
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
天
平

十
八
年
九
月
二
日
の
「
写
後
経
所
解
」
で
は
「
合
請
筆
壹
箇

墨
貳
廷
」
と
な
っ
て
い
る

（
第
二
巻
、
五
二
五
頁
）。

○
　
寫
後
經
所
解

申
請
墨
事

／

合
寫
紙

筆
七

墨
二
舩
／
既
毋
辛
建
万

呂
〈
寫
紙
百
七
十
七
〉
錦
部
公
万
呂
〈
寫
紙
二
百
牧
〉
／
（
中
略
）
／

天
平
十
八
年
六
月
一
日
伊
福
部
男
依

（
写
後
経
所
解
、
天
平
十
八
年
五
月
十
三
日
、
第
二
巻
、
五
一
三
頁
）

○
　
寫
後
書
所
解

申
請
筆

／

岡
屋
石
足
（
寫
紙
四
百
張
／
之
中
百
八
十
以
筆
所

寫
）

已
上
一
人
筆
一
墨
一
／
　
史
戸
足
人
〈
寫
紙
百
八
十
張
〉（
中
略
）
／

已
上
二
人
各
墨
一
廷
／

天
平
廿
年
二
月
廿
六
五
日
／

史
戸
木
屋
万
呂

大
原
魚

次
二
人
充
墨
一
舩
〈
二
月
廿
九
日
〉

（
写
後
書
所
解
、
天
平
二
十
年
二
月
二
十
五
日
、
第
三
巻
、
五
六
頁
）

こ
の
文
書
で
は
、「
墨
一
廷
」
と
も
「
墨
一
舩
」
と
も
見
え
る
。
同
じ
意
味
ら
し
い
が
、

後
者
は
追
筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
船
」
・
「
舩
」
は
、『
正
倉
院
文
書
』
全
体
に
お
い
て
、
墨
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ら
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の
用
例
以
外
に
使
用
例
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
天
平
十
八
年
四
月
か
ら
六
月
、

及
び
、
同
二
十
年
二
月
に
集
中
し
て
い
る
。
一
時
的
に
、
特
定
の
人
物
に
よ
っ
て
使
用

さ
れ
た
助
数
詞
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
今
日
、
墨
を
数
え
る
助
数
詞
に
「
艇
」
の
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
、『
思
文
閣
〈
古
書
／
資
料
〉
目
録
』、
第
百
六
十
六
号
（
平
成
十
二
年
二
月
号
）
に

は
、
古
墨
五
点
の
図
版
が
掲
げ
ら
れ
、「
宋
墨
當
朝
一
品

一
艇
」、「
古
墨
靈
犀

一
艇
」、

「
古
墨
千
歳
苓

一
艇
」、「
古
墨
壽
命
昌
永

一
艇
」、「
古
墨
玄
龍

一
艇
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
（
一
〇
〇
頁
、
一
〇
一
頁
）。「
艇
」
字
は
、「
挺
」
字
（『
広
韻
』
に
上
声
、「
徒

鼎
切
」）
と
同
音
で
、
ス
マ
ー
ト
な
小
船
（
こ
ぶ
ね
）
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
。
古
く

に
は
、
墨
が
、
同
様
の
船
形
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
艇
」
で
墨
を
数
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
形
状
は
、
た
ま
た
ま
、
直
径
七
セ
ン
チ
位
〜
十
四
セ
ン
チ
余
の
円

盤
型
（
円
墨
）、
ま
た
、
一
辺
九
セ
ン
チ
の
方
形
で
あ
る
が
、
山
西
省
大
同
よ
り
出
土
し

た
、
元
代
に
宮
中
で
製
造
さ
れ
た
墨
（
表
面
に
陽
文
で
「
中
書
省
」、
背
面
に
龍
の
図
柄

が
あ
る
）
は
、
や
は
り
、
厚
み
の
あ
る
船
形
を
し
て
い
る
（
前
掲
、『
図
説

漢
字
の
歴

史
』、
一
七
九
頁
）。

五
、「
端
」
・
「
頭
」
・
「
頂
」
・
「
丸
」
・
「
折
」
・
「
裹
」

こ
れ
ら
も
墨
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
で
あ
る
。「
端
」
か
ら
見
て
い
こ

う
。

○
　
五
月
一
日
受
〈
古
〉
筆
十
五
箇

墨
頭
廿
端

已
上
並
依
別

勅
寫
四
分
律
十
二
　

料
／

右
以
七
月
廿
二
日
返
上
既
畢

進
膳
令
史
高
屋

阿
刀
酒
主

（
写
疏
料
筆
墨
納
帳
、
天
平
十
五
年
五
月
一
日
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
一
八
三
頁
）

「
古
」
字
は
行
の
右
傍
に
添
え
ら
れ
た
小
字
で
あ
る
。「
箇
」
字
の
右
か
ら
「
端
」
字

の
右
下
に
か
け
て
小
さ
く
「〈
以
七
月
廿
二
日
反
上

用
盡
〉」
と
あ
る
。「
用
盡
」
と
は
、

使
い
切
っ
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
「
筆
」
で
な
く
、「
墨
頭
廿
端
」
の
注

記
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、「
墨
頭
廿
端
」
と
は
、
本
来
の
何
分
の
一
か
に
磨
り
減
っ
た

墨
二
十
個
と
い
う
意
味
に
な
る
。
写
経
の
た
め
と
は
い
え
、
古
い
筆
と
幾
分
か
に
減
っ

た
墨
が
貸
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
で
は
、
墨
の
助
数
詞
に
は
、
ふ
つ
う
、「
廷
」（「
一
（
〜
四
）
廷
」「
十
六

廷
」「
十
九
廷
」）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ま
れ
に
右
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
更
に
、

も
う
一
例
、「
又
古
筆
十
五
箇

墨
頭
廿
端
」（
一
八
四
頁
）
と
見
え
る
。

先
の
「
村
」
の
条
に
、「
合
筆
貳
拾
■
筒

墨
貳
拾
廷

〈
反
上
筆
廿
筒

墨
廿
端
〈
之

中
十
三
村
便
／
留
堺
　
〉〉」
と
見
え
る
例
を
掲
げ
た
（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平

二
十
年
正
月
十
二
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
五
〇
頁
）。
末
尾
に
「
天
平
勝
寶
三
年
正

月
廿
六
日
道
主
」
と
あ
る
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
返
上
す
る
磨
り
減
っ
た
墨
を
「
端
」、

ま
た
、「
村
」
で
数
え
た
例
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
村
」
の
条
に
、「
返
上
筆
一
墨
一
村
」
と
見
え
る
例
を
掲
げ
（
奉
写

二
部
大
般
若
経
紙
装
　
充
帳
、
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
十
一
日
、
第
十
六
巻
「
追
加

十
」、
一
四
二
頁
）、
こ
の
文
書
に
「
筆
二
／
墨
二
端
」（
一
四
四
頁
）、「
又
筆
二
／
墨
一

端
」（
一
五
三
頁
）
と
も
見
え
る
と
述
べ
た
。「
村
」
も
「
端
」
も
消
耗
し
た
墨
を
数
え

る
助
数
詞
ら
し
く
、
こ
の
文
書
で
は
、「
村
」
＝
「
寸
」
＝
「
端
」
と
い
う
関
係
が
考
え

ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

「
端
」
は
、
こ
の
他
、「
経
軸
」
や
「
砥
」
を
数
え
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、「
頭
」
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

○
　
山
背
野
中
二
月
廿
二
日
〈
一
〉
廿
三
日
〈
一
大
〉
廿
六
日
〈
一
大
〉（
中
略
）

返
上
筆
一
墨
一
頭

敷
紙
一

（
写
経
料
紙
筆
墨
納
充
帳
、
天
平
二
十
年
、
第
三
巻
、
一
四
五
頁
）
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写
経
後
の
紙
・
筆
・
墨
・
式
敷
紙
を
返
上
し
た
記
録
で
あ
り
、
他
に
は
、「
返
上
色
敷

紙
筆
一
墨
三
分
之
二
」、「
返
上
敷
紙
色
筆
二
墨
半
分
」、「
返
筆
一
墨
小
」、「
返
筆
一
墨

頭
敷
紙
一
」、「
返
筆
一
墨
頭
一
式
一
張
」、「
返
筆
一
墨
頭
敷
一
」、「
返
筆
一
墨
頭
敷
紙
」、

「
返
上
筆
一
墨
頭
敷
一
」、「
返
筆
墨
半
端

敷
紙
一
」、「
返
筆
墨
頭
式
敷
」
と
見
え
る
。

「
墨
頭
」
は
、
磨
り
減
っ
た
墨
の
頭
部
、
残
っ
た
端
っ
こ
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
面

の
「
墨
一
頭
」
は
、「
墨
頭
一
」
の
誤
写
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、「
頭
一
」
の
周
辺
に
顛

倒
符
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
類
例
が
あ
る
の
で
、「
頭
」
を
助
数

詞
と
認
め
た
。

「
墨
頭
」「
古
墨
頭
」
は
、
第
八
巻
「
追
加
二
」（
二
七
三
頁
、
二
七
四
頁
、
二
七
七

頁
、
他
）、
第
九
巻
「
追
加
三
」（
五
三
頁
、
五
四
頁
、
三
四
五
頁
、
他
）、
第
二
十
四
巻

「
補
遺
一
」（
二
六
五
頁
、
三
〇
八
頁
、
三
五
六
頁
）
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。

○
　
山
部
花
〈
十
六
年
〉
七
月
廿
九
日
充
〈
反
上
〉
筆
一
墨
一
廷
八
月
廿
三
日
充
（
筆
脱
）

一
箇
九
月
廿
四
日
返
上
筆
墨
十
七
年
二
月
十
六
日
充
古
筆
墨
一
頭
〈
甲
加
宮

者
〉
二
月
廿
五
日
返
上
墨
頭
更
充
三
分
之
一
〈
甲
加
／
宮
者
〉（
後
略
）

（
写
疏
料
筆
墨
充
帳
、
天
平
十
五
年
七
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
二
八
三
頁
）

「
十
六
年
」「
反
上
」
の
文
字
は
行
の
右
傍
に
位
置
す
る
。「
甲
加
宮
」
は
、
近
江
国

甲
賀
郡
に
あ
っ
た
聖
武
天
皇
の
皇
宮
で
、
紫
香
楽
宮
と
も
い
う
。
こ
の
文
書
で
は
、
助

数
詞
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、「
墨
一
廷
」「
墨
半
廷
」
と
「
廷
」
を
用
い
る
の
が
ふ
つ
う

で
あ
り
、
一
方
、
割
書
き
の
部
分
で
は
、
助
数
詞
を
略
し
た
「
筆
一
」「
墨
一
」
と
い
う

表
現
も
多
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
ま
れ
に
、
右
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
ま
た
、「
返
古
筆

一
墨
一
頂
」（
二
八
〇
頁
）
と
「
頂
」
を
用
い
た
例
が
見
え
る
。
写
経
後
の
こ
と
だ
か
ら
、

返
上
す
る
墨
は
、「
墨
頭
」「
墨
〈
頭
〉」、
ま
た
、「
墨
半
」「
墨
半
反
上
三
分
一
」「
墨
三

分
之
一
」「
墨
一
廷
之
三
分
二
」「
墨
五
分
四
」
と
い
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今

の
「
墨
一
頭
」
は
、
や
は
り
、
磨
り
減
っ
た
墨
一
個
と
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
　
余
廣
足
〈
六
月
五
日
／
筆
一
墨
一
〈
反
上
古
筆
一
〉
十
月
二
（
抹
消
）
一
日
充
墨

一
廷

十
月
廿
二
日
充
筆
一
〈
先
所
請
〉
廿
三
日
返
上
／
墨
一
頭
〉

（
写
一
切
経
料
筆
墨
充
帳
案
、
天
平
十
五
年
四
月
一
日
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
一

八
三
頁
）

こ
れ
も
、
右
に
同
様
に
解
さ
れ
る
。
筆
（
新
・
古
）
も
「
箇
」
で
数
え
て
い
る
。

○
　
寫
書
所
解

申
請
千
部
法
花
筆
墨
事

返
上
〈
古
〉
筆
漆
筒

墨
〈
殘
〉
肆
廷
（
抹
消
）

頭

／

合
（
後
略
）

（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平
二
十
年
正
月
十
一
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
二
二
頁
）

こ
の
文
書
は
「
村
」
の
条
、「
端
」
の
条
で
も
触
れ
た
。「
古
」「
殘
」「
頭
」
の
三
字

は
、
行
の
右
傍
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。「
墨
殘
」
と
は
、
い
よ
い
よ
磨
り
減
っ
て
し

ま
っ
た
墨
で
あ
ろ
う
。「
廷
」
字
は
抹
消
さ
れ
、「
頭
」
字
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

文
書
で
は
、
墨
の
助
数
詞
と
し
て
、
原
則
的
に
「
廷
」
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
割
書
き

の
部
分
で
は
、
助
数
詞
を
省
い
た
書
き
方
も
多
い
が
、「
墨
殘
」
は
、「
廷
」
で
は
な
く
、

「
頭
」
で
数
え
る
よ
う
、
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
も
同

じ
文
書
に
見
え
る
例
で
あ
る
。

○
　
寫
書
所
解

申
請
千
部
法
花
墨
事

／

ヽ
合
三
廷

返
上
墨
殘
一
頭
「
如
員
來
」

（
中
略
）
／
天
平
感
寶
元
年
潤
五
月
廿
八
日

賀
茂
書
手

（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平
二
十
年
正
月
十
一
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
二
五
頁
）

「
如
員
來
」（
異
筆
）
と
は
、
数
字
の
通
り
に
現
品
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
類
例
と
し
て
、「
返
上
筆
四
筒

墨
殘
一
頭
」（
二
七
頁
）、「
返
上
筆
三
筒

墨
殘
一

頭
」（
二
八
頁
、
四
三
頁
）、「
返
上
筆
四

墨
殘
二
頭
」（
三
〇
頁
）、「
返
上
筆
十
二
（
抹
消
）

四

筒

墨
殘
三
頭
」（
三
九
頁
）、「
返
上
筆
七
筒

墨
三
頭
」（
四
二
頁
）
と
見
え
る
。「
返

上
古
筆
三
（
抹
消
）
七

筒
墨
頭
三
（
抹
消
）
四

丸
」（
四
〇
頁
）、「
返
上
古
筆
拾
筒

墨
頭
一
寸
」

（
四
一
頁
、
四
二
頁
）、「
反
上
筆
廿
筒

墨
廿
端
〈
之
中
十
三
村
便
／
留
堺
　
〉」（
五
〇

ニ

ニ
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頁
）、
あ
る
い
は
、「
反
上
筆
十
五

墨
端
五
」（
四
八
頁
）
な
ど
も
、
同
様
の
墨
を
い
い
、

ま
た
、
そ
れ
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
墨
殘
」
は
、
ま
れ
に
「
殘
墨
一
廷
」（
写
後
経
所
写
後
書
所
請
筆
墨
帳
、
天

平
十
八
年
四
月
十
二
日
、
第
九
巻
、
一
九
〇
頁
）
と
の
形
で
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
但

し
、
こ
の
帳
簿
に
も
「
前
般
若
墨
殘
用
」（
同
、
一
八
八
頁
）
と
見
え
る
。

○
　
天
平
十
六
年
五
月
廿
九
日
古
筆
二
箇
〈
右
、
依
田
邊
史
生
宣
、
奉
送
山
階
寺
〉

六
月
廿
二
日
〈
充
墨
二
頭
／
雜
界
墨
料
、
受
秦
犬
〉
廿
五
日
〈
墨
頭
一
／
右
、
依

高
屋
令
史
宣
、
返
〈
送
〉
施
僧
料
〉
廿
九
日
墨
一
頭
〈
右
、
爲
施
僧
令
返
上
、
足

万
呂
〉（
後
略
）

（
筆
墨
進
送
并
充
用
注
文
、
天
平
十
六
年
五
月
廿
九
日
、
第
二
十
四
巻
「
補
遺
一
」、

二
六
五
頁
）

こ
の
文
書
は
六
行
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、
墨
を
「
廷
」
で
数
え
た
例
は
な
く
、「
頭
」

で
数
え
た
例
が
九
例
も
あ
る
。
第
二
例
の
「
墨
頭
一
」
に
は
、「
一
」
の
右
に
顛
倒
符
が

あ
る
。「
墨
三
分
之
二
」、「
墨
頭
一
」
と
見
え
る
条
も
あ
り
（
各
一
例
）、
ま
た
、
助
数

詞
を
省
い
た
例
も
あ
る
が
、「
頭
」
は
、
や
は
り
、
磨
り
減
っ
た
墨
、
墨
残
、
墨
頭
を
数

え
た
も
の
ら
し
い
。

『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、「
頭
」
は
、
こ
の
他
、
冠
、
籠
目
冠
、
帽
子
冠
、
止
利
冠
、

龍
頭
、
乳
牛
、（
御
贄
の
）
柄
宍
、（
鷹
狩
り
の
）
御
犬
、
牛
、（
伎
楽
の
）
師
子
、
狛
犬
、

作
頭
、
畳
笠
、（
蓋
の
）
小
幡
、
小
幡
、
な
ど
を
数
え
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
頭

に
被
る
も
の
、
動
物
（
牛
・
犬
・
師
子
な
ど
）、
ま
た
、
小
幡
を
対
象
と
す
る
用
法
で
あ

る
。次

に
、「
頂
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
見
え
て
い
る
。

○
　
請
筆
十
六
箇
〈
一
箇
新
／
十
五
箇
古
〉

墨
六
廷

墨
頭
廿
頂
／
凡
紙
八
張
〈
下
纏
并
敷
紙
料
〉

韓
櫃
三
合
〈
竝
着

あ
子
〉
／
机
十
前

研
八
口
／
圓
座
八
枚

（
後
略
）

（
写
疏
所
解
、
天
平
十
五
年
十
月
十
七
日
、
第
二
巻
、
三
四
三
頁
）

筆
、
墨
、
紙
以
下
を
請
求
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
墨
」
は
「
廷
」、「
墨
頭
」

は
「
頂
」
で
数
え
ら
れ
て
い
る
。「
頂
」
は
、
先
に
見
た
「
頭
」
や
「
端
」
な
ど
と
同
じ

用
法
に
あ
る
も
の
ら
し
い
。「
研
」
は
、
す
み
す
り
、
後
の
硯
す
ず
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
書
は
第
二
十
四
巻
「
補
遺
一
」
に
も
収
め
ら
れ
、
右
と
同
じ
文
言
が
見
え
て

い
る
（
三
四
三
頁
）。

○
　
甲
櫃
納
物

／
弁
中
辨
（
マ
マ
）論
一
部
三
巻
〈
色
紙
〉

起
信
論
疏
一
部
二
　
〈
黄
紙
〉
／

毘
尼
律
二
巻
（
中
略
）

【
古
筆
廿
五
箇

墨
三
廷

又
頭
五
頂
〈
并
一
裹
〉
五
色
紙
　
五
張
〈
五
枚
破
／
ｙ

金
〉】

（
写
疏
所
見
在
雑
物
申
送
文
案
、
天
平
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
、
第
八
巻
「
追
加

二
」、
三
七
七
頁
）

書
き
出
し
に
「
疏
所
見
在
雑
物

申
送
案
文
」
と
見
え
る
文
書
で
、
そ
の
「
甲
櫃
」

の
記
事
に
右
の
よ
う
に
あ
る
。【

】
印
を
付
し
た
一
行
は
、
墨
の
線
で
ぐ
る
り
と
全
体

を
囲
ん
で
あ
る
。
記
入
を
誤
っ
た
の
で
、
抹
消
す
る
と
の
謂
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
、

「
墨
」
は
「
廷
」、「（
墨
）
頭
」
は
「
頂
」
で
数
え
た
例
と
な
る
。
墨
頭
五
頂
は
、
ま
た
、

紙
か
布
か
で
包
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、「
并
一
裹
」
と
あ
る
。
続
い
て
「
乙
櫃
」
の
記
事

が
位
置
す
る
。
こ
の
末
行
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
　
古
筆
廿
五
箇

墨
五
廷
〈
各
小
用
始
〉
又
頭
五
頂

研
十
三
口

（
同
右
、
三
七
七
頁
）

「
小
用
始
」
と
は
、
少
し
使
用
痕
が
あ
る
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
墨
頭
五
頂
は
、
同

様
、「
一
裹
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
に
類
似
す
る
文
書
が
、
同
じ
く
第
八
巻
に
収
め
ら
れ
、
や
は
り
、「
又
頭
五
頂
」
と

レ
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見
え
る
。
左
記
で
あ
る
。

○
　
乙
櫃

／
紙
二
百
廿
張
〈
百
五
十
五
張
黄
紙

（
中
略
）〉

／
古
筆
廿
五
箇
　
墨
五

廷
〈
各
小
用
〉
又
頭
五
頂
〈
已
上
一
裹
付
〉
／
下
纏
七
巻
〈
各
式
敷
紙
在
／
五
在
筆

墨

又
筆
一
墨
八
〉
香
水
覆
布
二
尺

研
十
四
口

（
櫃
納
経
疏
道
具
目
録
、
年
月
日
不
詳
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
五
七
七
頁
）

行
の
右
傍
に
は
、
点
検
時
の
符
号
で
あ
ろ
う
か
、「
о
」
印
や
「
合
」
字
（
異
筆
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。
今
、
省
い
た
。
年
月
日
を
闕
く
が
、
こ
の
断
簡
は
、
右
の
文
書
と
関

連
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
同
様
に
し
て
「
墨
五
廷
」「
頭
五
頂
」
と
見
え
て
い
る
。

○
　
志
紀
久
比
万
呂
十
一
月
六
日
〈
充
墨
一
廷
〉
七
日
〈
返
古
筆
一
官
／
更
充
筆
一
反
〉

五
月
九
日
〈
充
筆
一
墨
一
廷
〉
／
九
月
十
六
日
返
古
筆
一
墨
一
頂
更
充
筆
一
墨
一

廷

廿
四
日
返
筆
墨

／
天
平
十
七
年
二
月
五
日
充
筆
一
墨
三
分
之
二
〈
竝
甲
加
宮

筆
墨
者
〉

（
写
疏
料
筆
墨
充
帳
、
天
平
十
五
年
七
月
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
二
八
〇
頁
）

こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
「
頭
」
の
条
で
言
及
し
た
。「
墨
一
頂
」
と
は
、
返
上
す
る
、

磨
り
減
っ
た
墨
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

墨
を
数
え
る
助
数
詞
「
頂
」
は
、
こ
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、

こ
の
他
に
、「
頂
」
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、「
丸
」
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
先
の
「
頭
」
の
条
に
、
参
考
と
し
て
引
用
し
た
例

で
あ
る
。
他
に
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

○
　
寫
書
所
解

申
請
千
部
法
花
料
筆
墨
事

／

合
筆
壹
（
抹
消
）
陸
漆

拾
（
抹
消
）
筒
墨
肆
廷

返
上
古
筆
三
（
抹
消
）
七

筒
墨
頭
三
（
抹
消
）
四

丸

（
中
略
）
／

〔
建
部
廣
足

〔
赤

染
人
足

〔
錦
部
大
魚

（
中
略
）
／

天
平
勝
寶
二
年
二
月
一
日
他
田
水
主

（
請
千
部
法
華
経
筆
墨
帳
、
天
平
二
十
年
正
月
十
一
日
、
第
十
巻
「
追
加
四
」、
四

〇
頁
）

「
壹
拾
」
が
抹
消
さ
れ
、
右
に
小
字
で
「
陸
筒
」
と
訂
正
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
「
陸
」

字
の
右
に
「
漆
」
字
が
位
置
す
る
。
申
請
時
に
は
「
墨
肆
廷
」
と
い
い
、
返
上
時
に
は

「
墨
頭
四
丸
」
と
い
う
。「
廷
」
は
、
墨
を
数
え
る
一
般
的
な
助
数
詞
、「
丸
」
は
、
現
実

の
磨
り
減
っ
た
墨
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。
磨
り
減
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
か
ら

「
丸
」
を
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
個
数
は
厳
正
に
勘
定
、
記
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
文
書
に
は
「
村
」「
寸
」「
端
」
な
ど
の
用
例
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

で
言
及
し
た
。

助
数
詞
の
「
丸
」
は
、『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
経
巻
の
軸
、
軸
端
、
写
経
の
た
め
の

下
纏
、
ま
た
、
水
精
、
小
赤
玉
、
銀
玉
、
白
玉
、
青
玉
な
ど
の
珠
玉
の
類
、
そ
の
他
を

対
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
野
菜
・
漬
物
の
瓜
の
類
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
安
定
し
た
用
法
の
よ
う
だ
が
、
墨
を
対
象
と
す
る
場
合
、「
丸
」
が
常
用
さ

れ
た
か
ど
う
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
墨
に
「
折
」
を
用
い
た
例
も
ま
れ
で
あ
る
。

○

（
前
略
）、
五
日
南
〈
樣
〉
仏
所
充
墨
端
一
折
即
充
調
大
山
也
、（
中
略
）

／

（
行
末
）「
天
平
十
八
年
正
月
七
日
召
大
唐
使
已
訖
也
」（
異
筆
）

（
経
師
等
調
度
充
帳
、
天
平
十
七
年
十
一
月
十
日
、
第
八
巻
「
追
加
二
」、
五
八
〇
頁
）

「
樣
」
字
は
、
行
の
右
傍
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
経
師
等
の
た
め
の
金
品
の
出

納
簿
で
、
や
や
雑
然
と
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
右
の
一
条
が
見
え
る
。「
墨
端
」

と
は
、
や
は
り
、
何
分
の
一
か
に
磨
り
減
っ
た
墨
の
意
で
あ
り
、
後
に
「
又
官
舊
筆
并

墨
端
借
充
丹
比
道
成
也
、
同
日
官
墨
端
一
借
充
民
長
麿
也
」
と
も
見
え
る
。「
折
」
は
、

「
端
」
や
「
頭
」
・
「
頂
」
・
「
丸
」、
ま
た
、「
村
」
な
ど
に
同
様
の
助
数
詞
と
見
受
け

ら
れ
る
。
だ
が
、
墨
を
対
象
と
し
て
、
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
た
も
の
か
、
定
か
で
な
い
。

筆
は
、「
四
箇
」「
一
箇
」、
ま
た
、「
二
管
」
と
数
え
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
「
裹
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
「
頂
」
の
条
で
述
べ
た
。「
墨
三

廷

又
頭
五
頂
〈
并
一
裹
〉」（
第
八
巻
「
追
加
二
」、
三
七
七
頁
）、
ま
た
、「
又
頭
五
頂

ニ

ニ

ニ

ニ
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〈
已
上
一
裹
付
〉」（
同
、
五
七
七
頁
）
と
し
て
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。『
正
倉
院
院

文
書
』
で
は
、
こ
の
助
数
詞
は
、「
畫
牙
桃
子
」「
黄
破
紙
」「
綿
」「（
白
米
・
黒
米
の
）

俵
」「
塩
」「
白
玉
水
精
青
王
（
玉
カ
）
琥
等
玉
」「
縹
玉
」「
胡
粉
」「
蒲
花
」「
香
」
な
ど
を

対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
動
詞
「
つ
つ
む
」
か
ら
生
ま
れ
た
助
数
詞
で
あ
ろ
う

か
ら
、
細
か
な
も
の
、
小
さ
い
も
の
な
ど
を
対
象
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
助
数

詞
か
も
知
れ
な
い
。

右
の
「
端
」
以
下
、「
折
」
ま
で
の
助
数
詞
は
、
い
ず
れ
も
使
用
痕
の
あ
る
、
磨
り
減

っ
た
墨
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
短
い
墨
は
、
紙
か
布
か
で
包

ん
で
貸
与
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
「
裹
」
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

以
上
の
他
、
墨
の
数
を
「
充
一
管
」（
奉
写
一
切
経
経
師
請
墨
手
実
帳
、
宝
亀
四
年
二

月
二
日
、
第
二
十
一
巻
「
追
加
十
五
」、
二
五
五
頁
、
二
五
八
頁
）
と
書
い
た
例
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
誤
記
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
に
は
、
筆
の
数
を
「
充
一
廷
」（
奉
写
一
切

経
経
師
請
筆
手
実
帳
、
宝
亀
三
年
十
二
月
十
七
日
、
第
二
十
巻
「
追
加
十
四
」、
四
七
六

頁
）
と
書
い
た
例
が
あ
り
、
こ
う
し
た
「
廷
」
を
「
管
」
と
訂
正
し
た
例
も
あ
る
。

六
、
中
国
に
お
け
る
用
例

「
梃
」
の
字
に
つ
き
、
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
注
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

﹇
梃
﹈
一
枚
也
。〈
凡
條
直
者
曰
梃
。
梃
之
言
挺
也
。
一
枚
、
疑
當
作
木
枚
。
竹
部
曰
。

箇
、
竹
枚
。
則
梃
當
云
木
枚
也
。
方
言
曰
。
箇
、
枚
也
。
鄭
注
禮
經
云
。
个
猶
枚

也
。
今
俗
或
名
枚
曰
個
。
音
相
近
。
按
枚
、

也
。
一
莖
謂
之
一
枚
。
因
而
凡
物

皆
以
枚
數
。
左
傳
。
以
枚
數
闔
。
謂
枚
枚
數
之
。
猶
云
一
一
數
之
也
。
直
者
則
曰

梃
。
如
孟
子
制
梃
、
漢
書
白
梃
、
皆
是
。
禮
經
脯
挺
字
、
本
作
梃
。
亦
作
ｅ
。
俗

作
　
。
誤
也
。
詳
肉
部
。〉
從
木
。
廷
聲
。〈
徒
頂
切
。
十
一
部
。〉

（
中
華
民
国
五
十
九
年
、
芸
文
印
書
館
、
二
五
五
頁
）

注
文
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
凡
そ
枝
条
の
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
は

「
梃
」
と
い
う
、「
梃
」
の
言
は
「
挺
」
で
あ
る
、「
一
枚
」
と
は
「
木
枚
」
と
あ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
、
竹
部
に
は
「
箇
、
竹
枚
」
と
あ
る
、『
方
言
』
に
、「
箇
」
は
「
枚
」
で
あ

る
と
い
う
、『
鄭
注
礼
経
』
に
、「
个
」
は
「
枚
」
の
如
く
で
あ
り
、
今
、
俗
に
、
あ
る

い
は
、「
枚
」
を
「
個
」
と
い
う
、「
个
」
・
「
個
」
の
音
は
近
い
、
と
い
う
、
案
ず
る

に
、「
枚
」
は
「

」
で
あ
ろ
う
、「
一
茎
」
を
「
一
枚
」
と
い
う
、
よ
っ
て
、
お
よ
そ
、

も
の
は
、
み
な
、「
枚
」
で
数
え
る
、（
中
略
）『
礼
経
』
の
「
脯
挺
」
の
字
は
、
も
と

「
梃
」
に
作
る
、
ま
た
、「

」
に
作
る
、
俗
に
「

」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
、（
後

略
）、
と
あ
る
。

「

」
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
延
ば
し
た
干
し
肉
（
ホ
ジ
シ
）
と
い
い
、『
論
語
』（
述
而
）

の
「
束
脩
」
は
「
十
　
脯
」（
儀
礼
、
聘
礼
）
の
意
と
さ
れ
る
。
こ
れ
も
助
数
詞
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

○
　
薦
脯
五
　
、
横
祭
于
其
上
、
出
自
左
房
〈

弟
郢
反
本
／
亦
　
同
〉

（
欽
定
儀
礼
義
疏
、
巻
七
、
郷
飲
酒
礼
、
第
四
之
二
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、

経
部
、
一
〇
〇
、
礼
類
、
二
六
二
頁
）

末
尾
の
「
亦
　
同
」
は
、「
梃
」、
ま
た
は
、「
挺
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

「
梃
」
も
「
挺
」
も
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
数
え
る
。
劉
世
儒
氏
は
、
こ
の
『
説
文
』

を
引
き
、「
梃
」「
挺
」
の
量
詞
（
助
数
詞
）
用
法
は
、
魏
晉
南
北
朝
時
代
に
は
、
よ
く

広
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
本
義
か
ら
し
て
甘
蔗
を
対
象
と
す
る
用
法
が
多
い
、
蝋
燭
に

も
「
梃
」
を
常
用
し
、
ま
れ
に
墨
に
も
用
い
る
、
や
は
り
、
硬
く
ま
っ
す
ぐ
に
延
ば
し

作
っ
て
樹
木
の
　
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
但
し
、
後
に
は
「

」
に
作
り
、
訛

し
て
「
錠
」
と
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
（『
魏
晉
南
北
朝
量
詞
研
究
』、
九
九
頁
）。
掲
げ
ら
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れ
て
い
る
「
梃
」「
挺
」
の
用
例
七
例
の
内
か
ら
三
例
を
引
こ
う
。（

）
内
の
文
言
は
劉

氏
の
注
記
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
　
駿
遣
人
獻
酒
二
器
、
甘
蔗
百
梃
。（
《
魏
書
・
李
孝
伯
伝
》
、
こ
の
例
「
梃
」
に
作

る
、
こ
れ
は
正
規
の
用
字
で
あ
る
）

○
　
垂
賜
…
…
…
燭
二
十
挺
。（
劉
孝
儀
文
、
《
全
梁
文
》
巻
六
一
）

三
例
目
は
左
記
で
あ
る
。

○
　
但
將
取
紙
三
百
張
、
筆
十
管
、
墨
五
挺
、
安
我
墓
裏
、
我
自
申
理
、（
中
略
）

仍
以
紙
筆
安
墓
中
、

（
捜
神
記
、
巻
二
、
晉
干
宝
著
、『
増
訂
漢
魏
叢
書
』、
四
冊
、
三
二
六
〇
頁
）

次
は
類
例
で
あ
る
。
一
例
目
の
「
騰
」
字
は
「
亠
」
を
冠
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

○
　
又
至
十
一
月
一
日
。
内
給
事
李
憲
誠
。
宣
奉
勅
。
茶
貳
拾
伍
釧
。
騰
紙
壹
阡
張
。

筆
伍
拾
管
。
墨
伍
挺
。
充
大
徳
如
淨
等
僉
定
律
疏
用
。

（
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
、
中
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、
五
五
、
七
六
〇
頁
）

○
　
又
皇
太
后
使
至
賜
攸
之
燭
十
挺

（
南
史
、
巻
三
十
七
、
沈
攸
之
伝
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
史
部
、
二
十
三
、

正
史
類
、
五
六
三
頁
）

○
　
南
牆
鉅
竹
千
梃
、
儼
立
若
相
待
。

（
韓
愈
、
藍
田
県
丞
庁
壁
記
、『
漢
文
大
系
』、
三
（
唐
宋
八
家
文
・
上
）、
冨
山
房

刊
、
一
〇
頁
）

諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
第
五
巻
（
二
三
八
頁
）
で
は
、
こ
れ
を
「
千
挺
」
と

し
て
掲
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
劉
世
儒
氏
は
、「
挺
」
で
墨
を
数
え
る
の
は
、
南
北
朝
に
は
多
く
な
い
と

さ
れ
、
常
に
は
「
丸
」
を
用
い
る
、『
捜
神
記
』
の
例
も
後
人
の
改
竄
が
考
え
ら
れ
る
と

さ
れ
る
（
同
、
九
九
頁
）。
確
か
に
、『
捜
神
記
』
の
本
文
は
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

「
丸
」
に
つ
い
て
は
、『
宋
書
』、『
海
録
碎
事
』、『
初
学
記
』、
そ
の
他
に
例
が
あ
る
。

墨
丸
の
類
を
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
　
尚
書
令
任
（
中
略
）
而
丞
郎
月
賜
赤
管
大
筆
一
雙
　
麋
墨
一
丸

（
宋
書
、
巻
四
十
、
百
官
志
、『
二
十
五
史
』、
３
、
一
九
八
六
年
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
四
四
頁
）

○
　
會
稽
太
守
王
朗
之
子
肅
、
随
在
郡
東
齋
宿
、
夜
有
女
子
、
自
他
中
出
稱
是
越
王
女
、

臨
別
贈
墨
一
丸
、
肅
方
注
周
易
、
多
有
滞
思
、
至
用
此
墨
、
便
覺
才
思
通
暢

（
海
録
碎
事
、
宋
葉
廷
珪
撰
、
巻
十
九
、
墨
門
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
子
部
、

二
二
七
、
類
書
類
、
八
〇
五
頁
）

○
　
東
宮
故
事
云
、
皇
太
子
初
拜
、
給
香
墨
四
丸
、
則
其
事
也
、

（
初
学
記
、
巻
二
十
一
、
墨
、
中
文
出
版
社
、
五
二
〇
頁
）

○
　
益
州
之
西
雲
南
之
東
、
有
神
祠
、
尅
山
石
爲
室
、
下
有
神
奉
祠
之
、
自
稱
黄
石
公
、

因
言
此
神
張
良
所
受
黄
石
公
之
靈
也
、
清
淨
不
宰
殺
、
諸
祈
祷
者
持
一
百
錢
一
雙

筆
一
丸
墨
、
置
石
室
中
、
前
請
乞
先
聞
石
室
中
有
聲
、
須
臾
問
來
人
何
欲
既
言
、

便
具
語
吉
凶
、
不
見
其
形
、
至
今
如
此
、

（
捜
神
記
、
晉
干
宝
著
、
巻
四
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
子
部
、
三
四
八
、
小

説
家
類
、
三
八
七
頁
）

○
　
而
太
府
月
給
蜀
郡
麻
紙
五
千
番
、
季
給
上
谷
墨
三
百
三
十
六
丸
、
歳
給
河
間
景
城

清
河
博
平
四
郡
兎
千
五
百
皮
爲
筆
材
、
兩
都
各
聚
書
四
部
以
甲
乙
丙
丁
爲
次
列
、

經
史
子
集
四
庫
、
其
本
有
正
有
副
、

（
新
唐
書
、
芸
文
志
、
第
四
十
七
、『
二
十
五
史
』、
６
、
一
九
八
六
年
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
五
六
頁
）

第
一
例
に
つ
き
、『
海
録
碎
事
』
に
も
、「
尚
書
郎
月
賜
赤
管
大
筆
一
雙
　
麋
墨

一
丸
」（
巻
十
一
下
、
郎
官
門
、
同
右
、
子
部
、
二
二
七
、
類
書
類
、
五
七
七
頁
）
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と
見
え
る
が
、
本
書
に
は
、
墨
に
「
枚
」
を
用
い
た
次
の
よ
う
な
例
も
引
か
れ
て

い
る
。「

麋
（
渝
麋
）」
は
漢
代
の
県
名
（
陜
西
省
）。
製
墨
の
中
心
地
で
、
こ
れ

を
月
に
二
枚
、
尚
書
令
僕
丞
郎
に
与
え
た
と
こ
ろ
か
ら
詩
文
に
墨
の
異
名
と
し
て

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
第
五
例
の
「
上
谷
」
も
墨
の
名
産
地
、
易

州
に
属
し
て
い
た
（
今
、
河
北
省
易
県
）。

○
　
漢
官
云
、
尚
書
令
僕
丞
郎
、
月
賜
渝
麋
大
墨
一
枚
小
墨
一
枚
。

（
海
録
碎
事
、
宋
葉
廷
珪
撰
、
巻
十
九
、
文
学
部
、
墨
門
、
同
右
、
子
部
、
二
二
七
、

類
書
類
、
八
〇
五
頁
）

「
丸
」
は
、
薬
や
泥
な
ど
、
そ
の
丸
形
の
物
を
数
え
る
量
詞
（
助
数
詞
）
で
あ
る
が
、

墨
は
、
そ
の
後
、
更
に
形
状
が
変
わ
り
、「
塊
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
頂
」
に
つ
き
、『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
磨
り
減
っ
た
墨
頭
を
数
え
る
。
中
国
古
代

に
は
、
頭
部
に
着
用
す
る
衣
物
類
、
笠
な
ど
に
「
頂
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
両
者

の
間
に
、
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
麹
塵
絹
蘭
□
羅
縛
頭
二
頂
、
緋
絹
衫
子
一
、

（
沙
州
蓮
台
寺
諸
家
散
施
暦
状
、
伯
二
五
六
七
号
背
、
癸
酉
年
〈
七
九
三
〉
二
月
、

『
敦
煌
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
（
三
）』、
七
一
頁
）

○
　
（
前
略
）
呉
三
藏
、
紫
綾
裘
裟
壹
條
、
紫
綾
廬
山
冒
（
帽
）
子
壹
頂
、（
中
略
）

紫
綾
裙
衫
壹
對
、
紫
綾
漆
條
、
袈
裟
壹
條
、
紫
羅
廬
山
冒
（
帽
）
子
壹
頂
、

（
沙
州
僧
崇
恩
処
分
遺
物
憑
拠
、
伯
三
四
一
〇
号
、
年
代
未
詳
〈
八
四
〇
〉、

『
敦
煌
社
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
（
二
）』、
一
五
一
・
一
五
二
頁
）

○
　
趙
公
求
其
遺
物
。
宗
新
視
之
。
得
竹
笠
一
頂
。
蒸
餅
數
枚
。

（
広
清
涼
伝
、
巻
下
、
宋
延
一
編
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、
五
一
、
一
一
二
六
頁
）

こ
の
他
、
当
面
の
「
村
」
・
「
寸
」（「

」）
・
「
端
」
・
「
頭
」
・
「
頂
」
・

「
折
」
・
「
裹
」
・
「
船
」
に
つ
き
、
劉
世
儒
氏
に
格
別
の
言
及
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
助
数
詞
に
つ
い
て
は
、
岡
田
挺
之
編
『
物
数
称
謂
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
墨
に
関
す
る
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
り
、「
錠
」「
丸
」
に
つ
い
て
の
言
及

は
あ
る
も
の
の
、「
梃
」
も
「
挺
」
も
洩
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
　
墨
〈
晉
陸
雲
書
ニ
石
墨
數
十
萬
片
о
唐
許
欣
明
傳
ニ
并
テ
乞
ニ
墨
一
枝
一
ヲ
о
北
戸
録

ニ
墨
ヲ
爲
レ
量
ト
о
又
墨
ヲ
爲
レ
螺
ト
о
又
墨
ヲ
爲
レ
丸
ト
о
太
平
廣
記
ニ
墨
一
錠
о
玉

堂
雜
記
ニ
葉
世
秀
カ
墨
五
團
о
五
燈
會
元
ニ
一
　
墨
о
中
州
集
ニ
索
ニ
墨
水
一
槃
一
ヲ

о
翰
墨
雙
壁
ニ
墨
幾
笏
〉

（
寛
政
八
年
自
序
刊
明
治
印
本
、
器
財
、『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』、
第
六
輯
、
二
五

一
頁
）

七
、
お
わ
り
に

『
正
倉
院
文
書
』
は
、
比
類
の
な
い
宝
物
と
さ
れ
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
格
別
の
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
、
夥
し
い
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
の
助
数
詞
、
ま
た
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
未
だ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

の
全
貌
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
に
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
何
を
対
象
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
そ
の
後
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
い
な

い
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
文
房
四
宝
の
一
つ
と
さ
れ
る
墨
を
視
点
と
し
、
そ

の
助
数
詞
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

墨
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
は
、「
廷
」
・
「
挺
」、「
村
」
・
「
寸
」（「

」）、「
船
」、

「
端
」、「
頭
」、「
頂
」、「
丸
」、「
折
」、「
裹
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
顆
」
・

「
果
」、「

」、
ま
た
、「
枚
」
や
「
箇
」
な
ど
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
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「
廷
」
は
、「
挺
」
字
の
省
文
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
廷
」、
ま
た
、「
挺
」
は
、
中
国

古
代
に
お
け
る
墨
が
、
ま
っ
す
ぐ
に
練
り
伸
ば
し
た
棒
状
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
に
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。「
村
」
も
、
大

な
り
小
な
り
の
加
工
・
整
形
を
施
し
た
、
そ
の
形
態
に
因
む
も
の
か
も
知
れ
な
い
。「
船
」

は
、
そ
れ
が
槽ふ
ね

・
船
の
形
を
呈
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
の
用
法
で
あ
ろ
う
。「
端
」
・

「
頭
」
・
「
頂
」、「
丸
」
は
、
磨
り
減
っ
た
場
合
の
墨
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
っ
た
ら
し

い
。「
墨
端
」、「
墨
残
」、「
墨
頭
」、「
墨
三
分
之
一
」
云
々
と
い
っ
た
表
現
を
伴
う
こ
と

が
多
い
。「
丸
」
は
、『
正
倉
院
文
書
』
に
用
例
が
少
な
く
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
が
、
磨
り
減
っ
た
墨
を
対
象
と
し
て
お
り
、
中
国
古
代
の
用
法
そ
の
も
の
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
く
つ
な
が
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。「
村
」、

「
船
」
や
「
端
」
・
「
頭
」
・
「
頂
」
な
ど
、
た
と
え
中
国
古
代
に
用
例
が
な
く
と
も
、

朝
鮮
半
島
の
文
字
文
化
・
文
書
行
政
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
中
国
古
代
に

つ
い
て
も
、
南
朝
系
文
化
圏
、
あ
る
い
は
、
北
方
系
文
化
圏
と
い
っ
た
、
更
に
細
か
な

調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

『
正
倉
院
文
書
』
全
二
十
五
巻
を
見
渡
す
と
、「
廷
」、
及
び
、「
挺
」
は
、
そ
の
全
体

に
、
即
ち
、
八
世
紀
の
前
半
か
ら
後
半
ま
で
、
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
準
ず

る
か
の
よ
う
に
、「
村
」
・
「
寸
」、「
端
」
の
一
群
は
、
し
か
し
、
散
在
的
に
、
七
四
〇

〜
七
六
〇
年
代
に
見
え
て
い
る
。「
船
」、「
頭
」
・
「
頂
」
・
「
丸
」、「
折
」、「
裹
」
の

一
群
は
、
混
在
し
な
が
ら
七
四
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
使

用
年
代
の
差
異
や
偏
り
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
性
格
、
文
書
作
成
者
、
文
書
行
政
の
あ

り
方
（
改
定
や
推
移
）
な
ど
の
面
か
ら
、
更
に
詳
し
く
分
析
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
廷
」
・
「
挺
」
が
安
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、「
村
」
・
「
端
」、
あ
る
い

は
、「
船
」
以
下
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
問
題
で
あ
る
。

墨
は
、
筆
と
対
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
、
文
書
類
に
も
共
に
見
え
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
筆
の
助
数
詞
は
、「
箇
」「（
筒
）」
が
、
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
〜
七
五
七
年
）
ま

で
よ
く
用
い
ら
れ
、
次
の
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
年
）
以
後
に
は
、
ま
ず
、
用
い
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
、「
管
」
は
、
天
平
初
期
か
ら
見
え
て
は
い
る
が
、
天
平
勝
宝
三
、
四

年
（
七
五
一
、
二
年
）
頃
か
ら
多
く
な
り
、「
箇
」
に
替
わ
っ
て
安
定
的
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。「
管
」
が
、
新
時
代
的
な
助
数
詞
で
あ
る
と
す
れ

ば
、「
箇
」
は
、
旧
時
代
的
な
そ
れ
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。「
船
」
以
下
の
助

数
詞
、
ま
た
、「
村
」
・
「
寸
」、「
端
」
な
ど
は
、
お
お
む
ね
、「
箇
」
と
対
に
な
っ
て

見
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
も
旧
時
代
的
な
助
数
詞
で
あ
っ
た
か
と
見
受
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
担
っ
て
い
た
文
書
作
成
者
と
は
、
ど
の
よ
う

な
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
所
有
し
て
い
た
文
章
語
と
は
、
ど
の
よ
う

な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
い
て
も
、「
廷
」
・
「
挺
」
は
、
墨
を
対
象
と
す
る
ば
か
り
の

助
数
詞
で
は
な
い
。
鐵
、
蝋
燭
、
鐵
炮
、
乗
物
・
駕
籠
、
そ
の
他
を
対
象
と
し
て
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
奈
良
時
代
以
下
の
用
例
の
若
干
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

字
形
の
「
廷
」
と
「
挺
」
と
を
分
ち
、
ま
ず
、
前
者
か
ら
見
て
い
く
。

○
　
秋
冬
二
季
。
八
月
上
旬
給
。
以
鐵
二
廷
代
鍬
五
口
。〈
穴
云
。
鐵
以
十
斤
爲
一
廷
。

但
／
以
二
廷
代
五
口
。
不
知
其
由
。〉

（
令
集
解
、
二
十
三
、
禄
令
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、
六
五
五
頁
）

古
注
に
は
、
鐵
「
十
斤
」
を
「
一
廷
」
と
し
、
そ
の
二
廷
を
「
鍬
五
口
」
に
代
え
る

と
あ
る
。
同
じ
く
「
禄
令
」
に
は
、「
鍬
一
千
口
。
鐵
五
百
廷
。」、「
鐵
四
廷
。」
と
も
見

え
る
が
、「
喪
葬
令
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
　
凡
職
事
官
薨
卒
。
賻
物
。（
割
書
き
略
）
正
從
一
位
。

卅
疋
。
布
一
百
廿
端
。
鐵

十
連
。
正
從
二
位
。

廿
五
疋
。
布
一
百
端
。
鐵
八
連
。（
後
略
）

（
令
集
解
、
四
十
、
喪
葬
令
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、
九
六
一
頁
）
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後
略
部
に
も
、
鐵
に
「
連
」
を
用
い
た
例
が
六
例
あ
る
。
こ
れ
は
『
令
義
解
』
で
も

同
様
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
「
連
」
は
、『
政
治
要
略
』
所
収
、
延
暦
八
年
八
月
十

一
日
の
格
に
引
く
「
喪
葬
令
」
で
は
「
廷
」
字
と
な
っ
て
い
る
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、

中
篇
、
四
七
八
頁
）。

こ
れ
に
関
連
し
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に
、
鐵
を
対
象
と
し
て
「
連
」
の
用
い
ら
れ

た
例
が
あ
る
。
こ
れ
が
古
い
用
法
で
あ
ろ
う
。

○
　
美
作
國
英
多
郡
大
野
里
鉄
一
連

（
南
北
溝SD

四
七
五
〇
、178

･
（21

）
･2

031

）

○
　
上
道
郡
浮
浪
人
調
鐵
一
連

（『
平
城
宮
木
簡
二
』、SD

三
一
三
四
溝
、6A
A
E

･6A
A
F

）

○
　
備
中
國
賀
夜
郡
□
（
祁
ｶ
）
□
□
調
鐵
一
連

（『
平
城
宮
木
簡
四
』、SD

四
一
〇
〇
溝
、6A

A
I

）

『
延
喜
式
』
に
、「
成
墨
九
十
三
廷
」
云
々
と
見
え
る
例
は
冒
頭
に
掲
げ
た
。『
延
喜

式
』
で
は
、「
鐵
」「
墨
」「
鎮
子
鐵
」「
釘
料
鐵
」
に
「
廷
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
　
庸
米
伍
拾
參
斛
捌
斗
伍
升
／
鐵
參
伯
参
拾
玖
廷
／
鍬
貳
伯
貳
拾
伍
口

（
前
後
略
）

（
東
大
寺
返
抄
案
、
長
久
元
年
十
一
月
、『
平
安
遺
文
』、
二
、
七
四
〇
頁
）

○
　
獻
上

／

唐
墨
八
十
五
廷

唐
筆
七
十
五
支

／
右
、
華
嚴
會
捧
物
　
唐
器
相
共

□
別
進
〈
勧
進
所
〉
墨
百
内
十
五
碎
候
了
、
筆
百
内
廿
□
（
五
ｶ
）
虫
咬
候
了
、
忘
却

不
令
進
候
之
間
、
如
此
之
過
□
出
來
候
了
、
唐
墨
膠
相
副
候
ぬ
れ
ﾊ
、
雖
朽
□
爲

要
物
故
進
也
、（
後
略
）

（
栄
西
書
状
、
建
永
二
年
六
月
二
十
一
日
、『
鎌
倉
遺
文

古
文
書
編
』、
三
巻
、
三

一
八
頁
）

○
　
＼
大
筆
一
管
〈
長
三
尺
〉

大
墨
一
廷
〈
長
二
尺
許
〉

（
東
大
寺
勅
封
蔵
開
検
目
録
、建
長
四
年
八
月
二
十
五
日
、『
鎌
倉
遺
文

古
文
書
編
』、

補
遺
三
巻
、
一
六
八
頁
）

○

一
、
お
す
へ
の
お
は
や
し
に
ら
う
そ
く
廿
ち
や
う
遣
る
、

（
山
科
家
礼
記
、
第
一
、
長
禄
元
年
十
二
月
二
十
八
日
、
史
料
纂
集
）

こ
の
資
料
で
は
「
ら
う
そ
く
二
張
卅
二
文
」（
長
享
三
年
五
月
十
九
日
）
と
書
く
例
も

目
立
つ
。

○
　
文
治
二
年
正
月
十
七
日
、
奉
幣
石
清
水
宮
、
先
是
、
今
朝
差
遣
神
祇
史
生
等
於
豐

後
國
司
宅
、
請
取
黄
金
一
廷
〈
長
五
寸
五
分
、
厚
三
／
分
、
弘
一
寸
一
分
、〉
奉
納

御
辛
櫃
〈
大
藏
省
／
調
進
之
、〉
持
參
内
裏
、（
後
略
）

（
卜
部
兼
文
勘
文
、
文
永
六
年
十
一
月
十
日
、『
鎌
倉
遺
文

古
文
書
編
』、
十
四
巻
、

九
二
頁
）

次
に
、「
挺
」
の
字
形
で
見
え
る
例
を
挙
げ
る
。

○
　
筆
十
二
管
。
墨
三
挺
。

（
延
喜
式
、
縫
殿
寮
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、
中
篇
、
四
〇
六
頁
）

○
　
墨
九
挺
。
筆
七
十
九
管
。

（
延
喜
式
、
左
右
京
職
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』、
後
篇
、
九
二
二
頁
）

右
二
例
の
内
、
後
者
は
「
廷
」
字
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

○
　
紹
巴
油
烟
一
挺
持
來
了
、

（
兼
見
卿
記
、
第
一
、
元
亀
三
年
六
月
五
日
、
史
料
纂
集
、
四
三
頁
）

墨
に
は
、
松
の
煤
を
用
い
た
松
煙
墨
、
菜
種
油
、
胡
麻
油
、
椿
油
等
の
煤
を
用
い
た

油
煙
墨
な
ど
が
あ
っ
た
。

○
　
中
院
拾
遺
よ
り
杉
原
十
帖
・
油
烟
貳
挺
給
之
、

（
慶
長
日
件
録
、
第
二
、
慶
長
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
、
史
料
纂
集
、
九
四
頁
）

○
　
就
火
事
、
爲
音
信
、
蝋
燭
千
挺
到
來
、
喜
悦
候
、
謹
言
、

（
徳
川
家
康
御
内
書
、
米
沢
景
勝
宛
、
元
和
頃
か
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
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『
正
倉
院
文
書
』
に
お
け
る
墨
を
対
象
と
す
る
助
数
詞
（
三
保
）

二
、
上
杉
家
文
書
之
二
』、
二
七
三
頁
）

○
　
定

／
一

拾
万
石
ﾆ

馬
上

百
七
拾
騎
／
鉄
炮

三
百
五
挺
／
弓
六
拾
張
／

長
柄

百
五
拾
本
（
後
略
）

（
知
行
高
割
軍
役
定
書
、
寛
永
十
年
二
月
十
六
日
、
同
右
、
二
八
四
頁
）

○
　
梶
井
樣
御
得
度
ﾆ
付
、
御
樽
諸
白
二
荷
、
御
肴
三
種
小
原
へ
被
進
候
、
昆
布
十
束
、

こ
ん
に
や
く
百
挺
、
牛
房
十
把
也
、

（
寛
永
日
々
記
、
三
、
寛
永
十
一
年
三
月
十
八
日
、『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究

紀
要
』、
第
十
七
号
、
一
一
〇
頁
）

平
安
時
代
以
降
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
更
に
用
例
を
集
め
、
改
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）

「
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

岩
田
重
雄
氏
（
日
本
計
量
史
学
会
会
長
）
に
は
格
別
の
御
指
導
・
御
芳
情
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。


